
すべては地域を守るために。
甲州市消防団・玉宮分団！
甲州市消防団の代表として玉宮分団は、9 月 7 日に開か
れる第 48 回山梨県消防団員操法大会（小型ポンプ）に向
け、塩山消防署の指導並びに団員の協力のもと、選手らは
消防団員の規律、操法の習熟など全力で練習に励んでいま
す。（8 ／ 19 塩山北中学校）

豊かな自然
歴史と文化に彩られた

果樹園交流のまち 甲州市

広報
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災
害
に
備
え
る

防
災
を
考
え
る

　
「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
、
や
っ
て
く
る
」。

　
近
年
、
東
日
本
大
震
災
、
新
潟
福
島
豪
雨
、

九
州
北
部
豪
雨
を
は
じ
め
、
県
内
に
お
い
て
も

豪
雨
並
び
に
大
雪
に
よ
る
大
規
模
災
害
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

　
気
象
予
報
や
地
震
速
報
な
ど
発
達
し
た
現
在

で
も
、
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
災
害
の
被
害
を
で
き
る
だ
け
軽
減
す
る
た

め
に
は
、
自
ら
が
取
り
組
む
「
自
助
」、
地
域

や
身
近
に
い
る
人
同
士
が
助
け
合
う
「
共
助
」、

国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
取
り
組
む「
公
助
」

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
基
本
と
な
る
の
が
「
自
助
」
で
す
。
防

災
の
日
（
９
月
１
日
）
と
合
わ
せ
今
月
の
広
報

で
は
、
日
頃
か
ら
の
備
え
や
家
の
安
全
対
策
、

災
害
に
遭
遇
し
た
際
の
身
の
守
り
方
を
知
っ
て

お
く
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

2平成26年９月

防
災
の
第
一
歩

ま
ず
は
身
の
回
り
を
確
認�

　

�

災
害
に
備
え
、
自
分
の
家
の
安

全
対
策
を
し
て
お
く
と
と
も

に
、
家
の
外
に
お
い
て
地
震
な

ど
に
遭
遇
し
た
と
き
の
、
身
の

安
全
を
確
保
で
き
る
手
段
を

知
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
水
や
食
料
な
ど
の

備
え
を
し
て
お
く
こ
と
も
必
要

に
な
り
ま
す
。
防
災
の
第
一
歩

は
、
ま
ず
日
常
生
活
の
中
で
身

の
回
り
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

家
具
の
向
き
や
配
置
の
工
夫

家
の
中
の
安
全
対
策

　

�「
家
具
は
必
ず
倒
れ
る
も
の
」
と

考
え
、
転
倒
防
止
対
策
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
特
に
、
寝
室
や
子
ど

も
部
屋
な
ど
に
は
、
で
き
る
だ

け
家
具
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
、

家
具
を
置
く
場
合
は
な
る
べ
く

背
の
低
い
も
の
に
す
る
等
、
転

倒
防
止
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

�

ま
た
、
家
具
が
倒
れ
て
け
が
を

し
た
り
、
出
入
り
口
を
ふ
さ
い

だ
り
し
な
い
よ
う
に
、
家
具
の
向

き
や
配
置
の
工
夫
が
必
要
で
す
。

街
中
、
車
、
山
や
川
な
ど

家
の
外
の
安
全
対
策

　

�

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と

い
う
時
に
あ
わ
て
ず
、
落
ち
着

い
て
行
動
で
き
る
よ
う
、
身
の

守
り
方
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
商
業
施
設
な
ど
で
は
・
・
・

　�施
設
の
誘
導
係
員
の
指
示
に
従

う
。揺
れ
に
備
え
て
身
構
え
る
。

■
街
に
い
る
と
き
は
・
・
・

　

�

ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
自
動
販
売
機
な

ど
倒
れ
て
き
そ
う
な
も
の
か
ら

離
れ
る
。
看
板
、
割
れ
た
窓
ガ

ラ
ス
の
破
片
か
ら
身
を
守
る
た

め
建
物
の
周
囲
か
ら
離
れ
る
。

■
山
や
が
け
付
近
の
時
は
・
・
・

　

�

落
石
や
が
け
崩
れ
が
発
生
し
そ

う
な
場
所
か
ら
急
い
で
離
れ
る
。



9月1日は
防災の日

■メール配信サービス
　�甲州市の防災行政放送を、携帯メールやイン
ターネットに接続されたパソコンで確認できる
配信サービスです。

　�事前に登録が必要となり、右のＱＲコードや市
ホームページにあるＱＲコードを携帯電話で読
み取り、表示されたＵＲＬからの手続き、また
は、直接「t-koshu�@�sg-m.jp」に空メールを
送信し、返信されたメールから本登録の手続き
を行ってください。

　�行政情報の確認や、自分の身を守るための有効
な手段となるため、一人でも多くの方に登録・
利用をお願いします。
　�ただし、このメール配信サービスをご利用いた
だく場合、通信料は利用者負担となります。ま
た、登録方法の説明は下記のコールセンターで
も行います。
　甲州市メール登録方法に関するお問い合わせ先
　コールセンター　☎０３‐５４６４‐７２２５

　大災害が発生したときには、電気やガス、水道、
通信などのライフラインが止まってしまう可能性
があります。普段から飲料水や非常食などを備蓄
しておくことが大事です。また、避難する場合は
避難生活に必要なもの（非常用持ち出し品）を
リュックサックに詰めておき、すぐに持ち出せる
ように備えておきましょう。
○災害時に備えた備蓄品の例○
　�飲料水、食料品（３日分以上）、カセットコンロ（燃
料）、下着、衣類、トイレットペーパー、ティッシュ
ペーパー、マッチ、ろうそく、など
○非常持ち出し品の例○
　�飲料水、食料品、貴重品、救急用品、ヘルメット、
防災ずきん、マスク、軍手、　懐中電灯、携帯ラ
ジオ、多機能ナイフ、　衣類、など

3 広報こうしゅう

災
害
に
備
え
る
ポ

イ
ン
ト
が
掲
載
し

て
あ
る
、
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
（
右
）、

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
（
左
）

市役所（支所）へ来庁
された際には、職員が
登録をお手伝いしま
す。遠慮なくお申し出
ください。

文字で確認できます !
防災行政無線
放送内容

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

●�情報をお寄せください�●
　�山の斜面から、小石が転がり落ちている、地割れがある、いつもより川の水が少ないなど、
山や川の様子が変だなと気づいた時は、どんな小さな情報でもお寄せください。
◆お問い合わせ先
　総務課　行政・防災担当　☎３２‐２１１１（内２２１・２２２）

■
自
動
車
運
転
中
の
と
き
は
・・・

　

�

ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
灯
さ
せ

徐
行
し
、
周
り
の
車
に
注
意
を

促
す
。
周
囲
の
状
況
を
確
認
し

て
、
道
路
左
側
に
停
車
し
、
エ

ン
ジ
ン
を
止
め
る
。
揺
れ
が
収

ま
っ
た
ら
、
ド
ア
を
ロ
ッ
ク
せ
ず

キ
ー
を
つ
け
た
ま
ま
車
外
に
出

て
、
安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
。

家
族
で
決
め
て
お
こ
う
！

安
否
情
報
の
確
認
方
法

　

�

家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
場
所
に

い
る
と
き
に
、
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
お
互
い
の
安
否

を
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
日
頃

か
ら
安
否
確
認
の
方
法
や
集
合

場
所
な
ど
を
家
族
で
話
し
合
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

�

災
害
時
は
、
電
話
回
線
が
つ
な

が
り
に
く
く
な
る
た
め
、
連
絡

が
と
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
安
否
確
認
に
は
、「
災
害

用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
１
７
１
）」、

携
帯
電
話
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
「
災
害

用
伝
言
板
」
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。（
甲
州

市
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
内
閣
府

政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
よ
り
）
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☆
開
館　
毎
週
金
曜
日　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　
（
祝
日
は
休
み
）�

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

☆
場
所　
甲
州
市
塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　
２
階

＊�

開
所
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
都
合
の
良
い
時
間
帯
を
選

ん
で
自
由
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

＊�

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
横
に
な
っ
て

休
め
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す

＊�

昼
食
（
持
参
）
を
摂
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、

希
望
者
に
は
宅
配
弁
当
（
実
費
）
も
手
配
し
ま
す
。

◇
ご
利
用
で
き
る
の
は
…　

　

�

甲
州
市
に
お
住
い
の
妊
婦
さ
ん
、
産
後
の
マ
マ
と
お

子
さ
ん
（
概
ね
4
か
月
ま
で
）

＊�

里
帰
り
中
で
利
用
希
望
の
方
は
、
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

＊�

上
に
お
子
さ
ん
が
い
る
場
合
も
一
緒
に
利
用
で
き
ま

す
。（
託
児
ス
タ
ッ
フ
あ
り
）

＊�

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
思
い
立
っ
た
ら
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

♪昼も夜も赤ちゃんの世話ばかりで眠くて ･･･。
♪�身体がだるいし、少しの時間でいいからゆっ
くり休みたいなあ。

♪�母乳のこと、赤ちゃんの世話や発育のこと、
大丈夫か心配…

♪�日中 2人きりでいると赤ちゃんが泣き止まな
い。一緒に泣きたくなっちゃう。

♪�たまには気分転換のために外に出かけたい。
でも、首がすわる前の赤ちゃんを安心して
連れて行ける場所って意外と少ないから悩ん
じゃう。

♪�他のママ達は、どうやって赤ちゃんの世話を
してるのかな？

こんな時は！！
ぜひ立ち寄ってみてください！

産前・産後ママのほっとスペース スタッフ

『 』が
  オープンします！
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　甲州市では「母と子に優しい切れ目ない支援」を
目指し、様々な母子保健事業、子育て支援事業を推
進しています。今回、少子化が進む中、安心して妊
娠・出産でき、子育てしやすいまちづくりについて、
市民の皆さんと一緒に考えるシンポジウムを開催し
ます。

■日　時　9月26日（金）午後１時３０分～
　　　　　※受付：午後１時～
■場　所　甲州市塩山保健福祉センター
■内　容　
１．基調講演
　　テーマ
　　すべての子どもが健やかに育つ社会
　　～地域で子育てを応援しよう～
　　講　師
　　山梨大学大学院社会医学講座教授
　　山縣然太朗　先生
２．パネルディスカッション
　　�あんしんして妊娠・出産・子育てできるまちづ　
くりを目指して

　○コーディネーター
　　山縣然太朗�先生
　　山梨大学大学院社会医学講座教授
　○シンポジスト
　　子育て中のママ代表　2名
　　中村雄二�さん
　　（中村産婦人科医院　院長）
　　古屋友恵�さん
　　（甲州市妊産婦新生児訪問委託助産師）
　　荏原由美子�さん
　　（市ファミリーサポート事業コーディネーター）
　　武藤陽子（市健康増進課�健康づくり担当�保健師）
※�終了後、希望者は「産前・産後ママのほっとスペー
ス」が見学できます。
■申し込み
　�参加希望の方は、健康増進課まで事前にお申し込み
ください。（託児があります。ご希望の場合は事前
にお申し込みください）
■締切日　9月19日（金）
■参加費　無料
◆申し込み・お問い合わせ先
　健康増進課　健康づくり担当
　☎３３‐７８１２��・��３３‐７８１３

～産前 ･産後ママのほっとスペース開所記念～

あんしんして
妊娠・出産・子育てできる
まちづくりシンポジウム

ほっとスペースの
場所は・・・ここだよ！

　
産
後
の
マ
マ
は
、
毎
日
休
み
な
く
赤

ち
ゃ
ん
の
世
話
を
し
て
い
て
心
も
身
体

も
く
た
く
た
で
す
。
子
育
て
は
分
か
ら

な
い
こ
と
だ
ら
け
で
、
１
人
悩
ん
で
い

る
マ
マ
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
産
後
の
マ
マ
の
支
援
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

「
産
前
・
産
後
マ
マ
の
ほ
っ
と
ス
ペ
ー

ス
」
を
10
月
３
日
に
塩
山
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
１
日
ゆ
っ
た
り

休
め
る
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

妊
娠
中
の
マ
マ
も
利
用
で
き
ま
す
。

出
産
に
向
け
て
身
体
を
休
め
た
り
、「
赤

ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
た
ら
、
ど
ん
な
毎
日

に
な
る
ん
だ
ろ
う
」
と
一
緒
に
イ
メ
ー

ジ
を
わ
か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
助
産
師
、保
健
師
な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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笑
い
で
地
域
を
元
気
に
す
る
！

と
吉
本
興
業
は
、
甲
州
市
を
拠
点

に
活
動
す
る
市
民
劇
団
「
よ
し
も

と　

ふ
る
さ
と
劇
団
」
を
関
東
地

域
で
初
め
て
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
吉
本

興
業
の
お
笑
い
芸
人
が
全
国
47
都

道
府
県
に
住
み
、
地
域
に
密
着
し

た
活
動
を
行
う
「
あ
な
た
の
街
に

“
住
み
ま
す
”
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
第
２
幕
と
し
て
、「
よ
し
も
と

ふ
る
さ
と
劇
団
」
を
推
進
。「
参

加
条
件
、
地
元
が
好
き
。
以
上
」

を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、
地
元
が

大
好
き
な
人
か
ら
全
国
各
地
の
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
物
語

を
舞
台
化
し
、
地
元
に
劇
団
を
設

立
し
て
地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と

い
う
企
画
で
す
。

　

関
東
初
の
旗
揚
げ
と
し
て
注
目

が
集
ま
る
「
ふ
る
さ
と
劇
団
」
は

今
後
、
市
民
を
対
象
に
劇
団
員
を

募
集
し
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
稽
古
を
経
て
、
11
月

30
日
（
日
）
に
甲
州
市
民
文
化
会

館
で
旗
揚
げ
公
演
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
の
公
演
に
は
、
や
ま
な
し

住
み
ま
す
芸
人
の
「
ぴ
っ
か
り
高

木
と
い
し
い
そ
う
た
ろ
う
」
を
は

じ
め
、
同
社
所
属
の
芸
人
が
多
数

集
結
。「
笑
い
で
地
域
を
元
気
に
」

を
テ
ー
マ
に
吉
本
興
業
が
甲
州
市

と
連
携
し
て
、
地
域
を
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
す
。

関東初！
よしもと ふるさと劇団
旗揚げ公演は１１月３０日

甲州市と吉本興業が連携！

『よしもと�ふるさと劇団』旗揚げ記者発表（７月２９日　吉本興業東京本部）

甲州市と吉本興業が連携！
甲州市民文化会館 リニューアル事業
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武
田
信
玄
公
に
扮
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る

ぴ
っ
か
り
高
木
さ
ん（
甲
州
市
在
住
）

「
甲
州
市
を
元
気
に
し
た
い
」
と

Ｐ
Ｒ
す
る
田
辺
市
長
。

　

吉
本
興
業
と
甲
州
市
は
７
月
29
日
、
甲

州
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
市
民
劇
団
「
よ

し
も
と�

ふ
る
さ
と
劇
団
」
の
旗
揚
げ
発

表
会
を
吉
本
興
業
東
京
本
部
（
東
京
都
新

宿
区
）
で
開
き
ま
し
た
。

　

発
表
会
に
は
、
田
辺
市
長
、
同
社
取
締

役
の
水
本
様
の
ほ
か
、
ぴ
っ
か
り
高
木
と

い
し
い
そ
う
た
ろ
う
な
ど
同
社
所
属
の
芸

人
が
出
席
し
、「
甲
州
市
を
元
気
に
す
る

ぞ
！
」
と
本
市
特
産
の
ぶ
ど
う
、
ワ
イ
ン

を
用
い
て
ネ
タ
を
披
露
す
る
な
ど
、
関
東

初
の
ふ
る
さ
と
劇
団
を
全
力
で
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

よ
し
も
と�

モ
ノ
マ
ネ
芸
人
が
集
結
。

笑
い
で
甲
州
市
を
元
気
に
す
る
！

■応募資格
○�甲州市内に住所を有する方、または甲州市内に勤
務の方
○�男女とも４歳以上の方。学歴・経歴は一切問いま
せん。
○�合格後、レッスン（計６回ほど）を経て舞台に立
ちます。
○オーディション及びレッスン料は無料です。
■応募方法
　�専用の応募用紙に必要事項を記入し、甲州市民文
化会館まで郵送もしくは窓口にお持ちください。
（甲州市ＨＰからも応募用紙が取得できます）
※応募期間　9月2日（火）～17日（水）必着
　　　　　　午前９時～午後５時
※休館日：�月曜日、国民の祝日（祝日と月曜日が重

なるときはその翌日）

■オーディション
○日　時　9月26日（金）午後７時～９時予定
�　　　　　※一次書類審査�→�二次面接
○会　場　甲州市民文化会館
■稽古／練習
　�１０月上旬～１１月末日まで、旗揚げ公演に向け
計６回ほど稽古を予定しています。
※�稽古日の予定が合わない方はご相談させていただ
きます。
■旗揚げ公演　○日　時　11月30日（日）
　　　　　　　○会　場　甲州市民文化会館�ホール
※�チケット販売に関する詳細は、広報こうしゅう
１０月号でお知らせします。
◆応募・お問い合わせ先
　〒４０４－００４５　甲州市塩山上塩後２４０
　甲州市民文化会館　　☎３２‐１４１１

よしもと
ふるさと劇団
劇団員募集！
記念すべき旗揚げ公演の劇団員を募集しています。山梨県
甲州市のオリジナリティーあふれる物語を舞台化。この機
会にプロの芸人と同じ舞台に立ってみませんか！！

みんなで
甲州市を
盛り上げよう！

レポート
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市
で
は
、
現
在
、
臨
時
福
祉
給
付
金
及

び
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
対
象

者
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
に
は
、
６
月

20
日
に
申
請
書
類
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

ま
だ
申
請
を
済
ま
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

広
報
こ
う
し
ゅ
う
６
月
号
と
７
月
号
も
ご

覧
い
た
だ
き
、
申
請
内
容
や
添
付
書
類
等

を
ご
確
認
の
う
え
、
受
付
期
間
内
に
申
請

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間
の
最
終
日
間
際
は
、
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
支
給
対
象
と
な
る
方
で
お
手
元

に
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
お

手
数
で
す
が
福
祉
課
ま
た
は
子
育
て
支
援

課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
受
付
期
間

　

９
月
24
日
（
水
）
ま
で

　
　
（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。）

●
添
付
書
類
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

�　

申
請
の
際
は
、
次
の
書
類
を
忘
れ
ず

に
添
付
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
臨
時
福
祉
給
付
金

①�

本
人
確
認
書
類
：
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
健

康
保
険
証
等
い
ず
れ
か
１
つ
の
写
し

　
※
支
給
対
象
者
全
員
分
が
必
要
で
す
。

②�

口
座
確
認
書
類
：
口
座
番
号
、
口
座
名

義
人
等
が
わ
か
る
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し

　
※�

通
帳
は
、
見
開
き
部
分
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

③�

加
算
確
認
書
類
（
必
要
な
場
合
の
み
）：

65
歳
未
満
で
加
算
対
象
の
年
金
を
受
給

し
て
お
り
、
１
月
２
日
以
降
に
市
外
へ

転
出
し
た
方
な
ど�

◆
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

�　

添
付
書
類
は
、
不
要
で
す
。
た
だ
し
、

児
童
手
当
振
込
口
座
が
利
用
で
き
な
い

方
に
つ
い
て
は
、
本
人
確
認
書
類
、
口

座
確
認
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
子
育
て
支
援
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
次
の
方
が
支
給
対
象
と
な
る
方
で
す
。

◆
臨
時
福
祉
給
付
金

　

�　

平
成
26
年
１
月
１
日
（
基
準
日
）
に

お
い
て
、
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
て
い
て
、
平
成
26
年
度
市
民
税
（
均

等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
で
す
。

　
�

※
た
だ
し
、
平
成
26
年
度
市
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
等
や
生

活
保
護
の
受
給
者
と
な
っ
て
い
る
方
は
、

対
象
外
で
す
。

　

６
月
15
日
以
降
、“
所
得
税
や
市
民
税
の

修
正
申
告
を
さ
れ
た
方
”
や
“
未
申
告
だ

っ
た
方
で
申
告
さ
れ
た
方
”
で
、
平
成
26

年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
の
方
で
支
給
対

象
に
該
当
す
る
方
は
、
支
給
対
象
者
に
な

り
ま
す
。
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
お
手
元
に
申
請
書

が
な
い
方
は
、
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
未
申
告
の
方
で
支
給
対

象
者
に
該
当
す
る
方
は
、
税
務
課
に
申
告

書
を
提
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
申
請
受
付

期
間
内
に
福
祉
課
へ
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

�　

平
成
26
年
１
月
１
日
（
基
準
日
）
に

お
い
て
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
て
い
て
、
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童

手
当
・
特
例
給
付
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
で
、
平
成
25
年
中
の
所
得
が
児
童
手

当
の
所
得
制
限
に
満
た
な
い
方
で
す
。

　

�

※
１
月
１
日
に
生
ま
れ
た
児
童
に
係
る

同
年
２
月
分
の
児
童
手
当
の
受
給
者
も

対
象
で
す
。

■
対
象
児
童

　

�　

対
象
者
と
な
る
方
の
平
成
26
年
１
月

分
の
児
童
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童
で

す
。

　

�

※
た
だ
し
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
給
付

対
象
に
な
っ
て
い
る
児
童
や
生
活
保
護

の
受
給
者
に
な
っ
て
い
る
児
童
は
、
対

象
外
で
す
。

○�

公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
の
給
与
担
当

部
署
な
ど
に
ご
確
認
の
う
え
、
必
要
書

類
を
子
育
て
支
援
課
窓
口
に
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

お早めに申請を。
臨時福祉給付金
子育て世帯臨時特例給付金
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水曜日の窓口業務
延長終了のお知らせ

　合併当時から毎週水曜日に行ってまいりました本庁舎
窓口における諸証明発行事務の時間延長対応ですが、近
年では、住民票等の自動交付機の設置やコンビニエンス
ストアでの交付が可能になるなど、住民サービスの拡充
を図ってきたことから、延長時間中に来庁される市民の
皆さまが少なくなっています。市では、時間延長にかか
る業務コスト等を踏まえ検討した結果、諸証明発行事務
の時間延長対応につきましては、本年９月末日をもって
終了することといたしましたので、市民の皆さまにお知
らせします。
　なお、本庁舎に設置されております自動交付機及びコ
ンビニエンスストアでの住民票・印鑑証明の取得には、
市民課で発行しております「住民基本台帳カード」が必
要になりますが、証明書の発行手数料は窓口で直接職員
から交付されるより安価で取得できますので、こちらを
ご利用いただきますようお願いします。
　また、市民課では、事前に電話等で住民票・印鑑証明
の発行を依頼し、休日に日直者から受け取るサービスは、
引き続き対応いたしますのでこちらもご利用ください。
◆お問い合わせ先
　政策秘書課　政策調整担当
　☎３２‐２１１１（内２１１）

◆自動交付機の利用可能時間
　�年末年始を除き、全日午前８時３０分から午後５時
１５分までの間
◆コンビニ交付の対応可能店舗及び利用可能時間
　�全国のセブンイレブン、ローソン、ファミリーマート
の各店舗
　�年末年始を除き、全日午前６時３０分から午後１１時
までの間

※�自動交付機及びコンビニ交付のご利用には、「住民基
本台帳カード」が必要になります。発行には手数料と
して１件５００円が必要です。

※証明書等の発行に関しては、それぞれの担当課にお問
い合わせください。
○住民基本台帳カードの発行、住民票・印鑑証明等
　市民課�住民記録・戸籍担当
　　　　　　　　　　　☎３２‐２１１１（内３７２）
○所得証明等
　税務課　市民税担当　☎３２‐２１１１（内１８４）
○固定資産評価証明等
　税務課　資産税担当　☎３２‐２１１１（内１８１）
○納税証明等
　収納課　管理担当　　☎３２‐２１１１（内１７３）

詐欺などに
ご注意ください

　申請において不明な点があった場合
など、市役所から問い合わせを行うこ
とがありますが、ＡＴＭ（銀行・コン
ビニなど現金自動支払機）の操作をお
願いすることや、支給のための手数料
などの振り込みを求めることは、絶対
にありません。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
臨
時
福
祉
給
付
金

　
福
祉
課　
地
域
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
２
７

　
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　
子
育
て
支
援
課

　
児
童
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
８
１

申請は
９月 24 日まで
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このマークを見かけたら
温かく見守ってください

介 護 マ ー ク

こんな時にご利用いただけます

・ 介護していることを周囲にさりげなく知って

もらいたいとき

・外出先のトイレで付き添うとき

・男性介護者が女性用下着を購入するとき　など

介 護
マーク

徘徊の方のいのちを守る
おかえりマーク

　地域の皆様の気づきが一人の命
を危険から守ります。徘徊の早期
発見にご協力ください。
☜表側（マーク印刷部分）の布を
めくると、お名前、連絡先等を書
くことができます。

このマークを付けたひとを見かけたら…
♡やさしく声をかけてください。
♡マークの内側の連絡先にご一報ください。
♡�家族または、関係者が到着するまで一緒に
いてください。
♡個人情報保護にご協力ください。

◆おかえりマークの配布・問い合わせ先
　介護支援課　高齢者支援担当
　（甲州市地域包括支援センター）
　☎３２‐５６００
　公益社団法人��認知症の人と家族の会
　山梨県支部事務局
　☎０５５‐２２７‐６０４０

「介護マーク」を交付します。
　認知症の方や障害者の方などの介護は、他の人
からみると介護していることが分かりにくいた
め、周囲から偏見や誤解をうけることがあります。
　このため、介護中であることを周囲に理解して
いただき、介護者の精神的負担を軽減するために、
「介護マーク」を希望者に無料で交付します。

【交付対象者】
①�市内に住所を有する、認知症の方や要介護認定
を受けている方の介護者
②�市内に住所を有する、障害手帳等をお持ちの方
の介護者
③その他必要と認められる方。

【介護マークの申請方法】
　「介護マーク」の交付を希望する場合には、申
請が必要です。申請していただくと、その場で「介
護マーク」と名札ホルダーをお渡しします。

◆申請・交付・お問い合わせ先
　介護支援課�介護保険担当
　☎３２‐５０６６
　福祉課　障害福祉担当
　☎３２‐５０６７
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峡東地域の救急医療の仕組み

初期救急医療
　開業医の医師が自院また
は病院に出向いて軽症の患
者の外来診察を行ってい
ます。

二次救急医療
　救急病院において手術や
入院の必要な重症患者の診
療を行っています。

峡東地域（甲州市、山梨市、
笛吹市）の診療所、病院では
役割分担をし、休日、夜間の
救急患者の診療を実施してい
ます。

１ ２

【救急当番診療所、病院の紹介】
■　山梨県救急医療情報センター ☎０５５‐２２４‐４１９９
■　東山梨消防本部 ☎０５５３‐３２‐０１１９
■　笛吹市消防本部 ☎０５５‐２６１‐０１１９

子どもの場合【小児初期救急医療センター】
【受診について】
■　甲府市医師会救急医療センター内 ☎０５５‐２２６‐３３９９
　※�やけど、ケガ、骨折など外科的疾患は【救急当番診療所、病院の紹介】の連絡先を
活用ください。

【相談について】
■　小児救急電話相談 ☎＃８０００（短縮ダイヤル）

※ダイヤル回線からおかけの場合
→　☎０５５‐２２６‐３３６９

○　休日・夜間の問い合わせ先　○

①日頃から健康チェック！早めの「診療時間内」受診
②具合の悪いときは「かかりつけ医」にまず相談
③必要なときには、ためらわず「１１９番」に電話

　休日、夜間帯に救急病院を利用する人の多くは軽症者という状況が続いています。
　そのため、昼夜を問わず診療に対応する病院で働く医師、看護師等の負担が大きくなっていると
同時に、このままだと、軽症者への対応におわれ、入院や手術などの治療が必要な方への対応が遅
れるまたは、医療が提供できないなどの状況も生じてきます。

救急病院・救急車の適正利用には皆様の協力が必要です。

■救急病院利用者の大半が軽症者

①日頃から健康チェック！早めの
②具合の悪いときは
③必要なときには、ためらわず

９月９日は「救急の日」救急病院の
正しい利用を！！

甲州市・山梨市・笛吹市・山梨県峡東保健福祉事務所（峡東保健所）
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中 学 生 の
　この夏、山梨県代表と
して多くの中学生が関東
大会・全国大会に出場し
ました。出場した皆さん
をご紹介します。

全国大会
●陸上
　共通男子１００M� 廣瀬　錬哉（塩山中）
●水泳
　１００Mバタフライ� 内田かりん（勝沼中）
　２００Mバタフライ� 内田かりん（勝沼中）
●柔道
　女子５７ｋｇ級� 雨宮かづみ（塩山中）

関東大会
●陸上
　共通男子１００M� 廣瀬　錬哉（塩山中）
　共通男子４００Mリレー�塩山中
●水泳
　５０M自由形� 茂手木里華（塩北中）
　５０M自由形� 樋田　桜子（松里中）
　１００M自由形� 樋田　桜子（松里中）
　１００M自由形� 小椋　　裕（塩北中）
　２００M自由形� 小椋　　裕（塩北中）
　２００M背泳ぎ� 小林　未来（勝沼中）
　１００Mバタフライ� 茂手木里華（塩北中）
　１００M平泳ぎ� 小田　和志（松里中）
　２００M個人メドレー� 小田　和志（松里中）
　２００M個人メドレー� 小林　　萌（勝沼中）
　４００M個人メドレー� 小林　　萌（勝沼中）
　４００M個人メドレー� 岡部　貴哉（松里中）
　女子４００Mメドレーリレー
� 勝沼中

●ソフトボール女子� 塩北中
●ハンドボール
　男子� 塩山中
　女子� 塩山中
●柔道
　【個人】
　９０ｋｇ級� 大山　拓実（塩山中）
　５７ｋｇ級� 雨宮かづみ（塩山中）
　４８ｋｇ級� 辻　　　麗（塩山中）
　【団体女子】� 塩山中
●剣道
　【団体女子】� 塩山中
●新体操
　【団体】� 塩山中

●バトミントン
　男子シングルス� 古屋　　聖（勝沼中）
　女子シングルス� 輿石江里香（勝沼中）
　女子ダブルス� 佐藤実野里（勝沼中）
　女子ダブルス� 鈴木　　葵（勝沼中）
　男子団体� 勝沼中
　女子団体� 勝沼中

●弦楽合奏� 松里中
　（ＴＢＳこども音楽コンクール多摩地区大会
　��中学校合奏第１の部）　
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「
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
、
７
月

22
日
か
ら
８
月
５
日
ま
で
、
塩
山
中
学
校
美

術
部
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
、
地
下
道

（
ち
か
み
ち
）
壁
画
を
新
し
く
描
き
直
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
部
長
の
的
場
穂
乃
香
さ
ん
は
「
地
下
の
道

で
暗
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
、
明
る
い

気
持
ち
で
歩
け
る
よ
う
に
一
生
懸
命
描
き
ま

し
た
。
モ
チ
ー
フ
は
市
内
名
所
や
甲
州
市
の

春
夏
秋
冬
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
通
る

人
に
は
地
元
・
甲
州
市
へ
の
愛
着
を
も
っ
て

歩
い
て
欲
し
い
で
す
。」
と
さ
わ
や
か
な
笑

顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
作
業
を

見
に
来
た
方
は
、「
普
段
何
気
な
く
通
っ
て

い
た
こ
の
道
で
、
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命

に
描
く
姿
に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
鮮
や

か
な
色
彩
で
き
れ
い
に
明
る
く
な
っ
て
、
歩

い
て
い
る
と
心
が
晴
れ
や
か
に
な
る
。」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
作
業
中
に
多
く
の
市
民
の
皆
様
に

温
か
い
応
援
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
爽
や
か
な
風
が
通
り
抜
け
る
こ
の
歩
道
地

下
道
『
ち
か
み
ち
』、
お
近
く
に
来
た
際
に

は
、
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

み ん な の ち か み ち
塩山中学校美術部の皆さんが描きました。

　ＪＲ中央線歩道地下道（ちかみち）壁画リニューアル

甲州市役所

JR塩山駅

ＪＲ塩山駅から

徒歩約５分です！



14平成26年９月 14平成26年９月

近代産業遺産『宮光園』で夏のそよ風に

吹かれ、爽やかな音色に聞き入り、

勝沼の一夜を過ごしました。

第７回サマーコンサート（８月９日）みんなで盆踊り♪
ふるさと大和夏祭り（８月９日）

おばけのおはなし会をしました！
おばけ大会 IN 上東納涼祭（８月２日）

第８回甲州市子ども写生大会（８月２日）

夜の図書館、こわ～い…けど、楽しかった！勝沼図書館  おばけとしょかん（８月９日）

おいしいごはんをつくるぞ！

（勝沼少年ジャンボリー）

みんなで協力してテントを張りました！
（勝沼少年ジャンボリー）

ドラム缶風呂もいい湯だな！
勝沼少年ジャンボリー

（７月１９日～２１日）
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夏の思い出

かるたとりに白熱しました！
ふるさとかるた大会（８月１９日）

甲斐の国 大和自然学校

シンボル・カブトムシの前でパシャリ！

少年少女ふるさと探検隊

（８月６日～７日）

ハイ、チーズ！（少年少女ふるさと探検隊）

おいしいカレーをつくります！
（少年少女ふるさと探検隊）

映画「アナと雪の女王」

親子で感動しました！

夏休み親子映画会（８月１６日）

つめたくて気持ちいい～！竜門峡の清流
（少年少女ふるさと探検隊）

（少年少女ふるさと探検隊）

読書感想文の書き方がわかったよ♪

夏休み読書感想文講座（８月１７日）

やさしい風 吹き抜ける
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甲州市ニュース甲州市ニュース
まちの話題を　お届けします

　７月２７日、市教育委員会は第２回目の甲州市「宇宙の学
校」を開催しました。
　今回は「風見鶏と傘袋ロケット」の実験を行い、なぜ風見
鶏は風の吹いてくる方向を向くのか、どうすれば傘袋ロケット
を安定させて遠くまで飛ばせるのかなどを学びました。
　次回は９月２１日（日）で「ホバークラフトを作ろう」です。
また、今回と前回の「宇宙の学校」の様子は市 HP からもご
覧になれます。

甲州市「宇宙の学校」第２回目

甘草の里　市民公開セミナー　開催！！

　８月１５日、市は甲州市地域おこし協力隊隊員委嘱・研
修開始式を行いました。この取り組みは、農業技術の習得
や地域活動等の行事に参加することを通じて、本市の地域
づくりの新たな担い手を育成するとともに、地域に定住し
ていただくことを目的に平成２３年度から行っている事業
です。今回、協力隊員として田阪様、石井様の２名を委嘱
しました。おふたりのご活躍を期待しています！

地域おこし協力隊２期生を委嘱！！

　８月２日、３日に勝沼サッカースポーツ少年団は、神奈
川県大和市のＦＣ桜ヶ丘と恒例の合同合宿を勝沼中央公園
で行いました。
　このサッカー交流は３０年以上にわたって続けており、
年２回、互いに訪問し合同練習や試合のほか、食事やレク
レーションなどを通じて親睦を深めてきました。３０年以
上続く交流に勝沼サッカースポーツ少年団の皆さんは「こ
れからも長く続けたい」と大きな笑顔で話していました。

勝沼サッカースポーツ少年団 30 年の交流

甘草の持つ可能性に、熱心に耳を傾けました。

　７月２６日、市は「国産甘草に関する公開セミナー」を
甲州市民文化会館で開催しました。�
　会場には農家の方をはじめ多くの市民が集まり、後藤一
寿�講師（農研機構�中央農業総合研究センター主任研究員）
の薬用植物を活用した 6 次産業化の可能性についての話し
に耳を傾けていました。薬用植物の生産は、耕作放棄地の
解消や高付加価値な６次産業化ビジネスモデルの構築など
大きな可能性を秘めており、市は引き続き、甘草によるま
ちづくりを推進していきます。

遠くまで飛ばせるかな？

夏の日差しの中、交流を深めた勝沼サッカースポーツ
少年団とＦＣ桜ヶ丘。

甲州市を盛りあげよう！
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　３年前の未曾有の東日本大震災。津波でみこしが流
されたり、祭りが中止になったりというニュースを見聞
きし、「手作りのみこしを作るという支援ならば自分に
もできる」と思い立ったという塩山の工務店に勤務す
る中沢俊郎さん。４０年にわたり、大工一筋で働いて
きた中沢さんは約１７年前から、休日に自らの技術を
生かし創作作業を始めました。これまでに三重塔や八
角堂など１０点以上を作り、親しい人に贈ってきまし
た。２０１１年秋ごろからみこし作りの作業に着手し、

１年半かけ完成させたみこしは縦、横約６０㌢、高さ
１㍍２０㌢と小ぶりで、子ども１５人程度で担ぐのに
最適な大きさに仕上がっています。寄贈先は福島県相
馬市の相馬神社で8月 5日、菅田天神社で贈呈式が
行われました。「被災地の子どもたちが少しでも元気に
なってくれればうれしい」と震災からの早期復興と地域
の絆を紡ぐ意味も込められた相馬神社のお祭りで、子
どもたちが満面の笑顔でみこしを元気に担ぐ姿を目に
浮かべ、優しく見守っていました。

甲州市ニュース甲州市ニュース

赤
尾
保
育
園
の
園
児
や
関
係
者
の
見
守
る

中
、
菅
田
天
神
社
で
神
輿
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。（
８
月
５
日
）

３

まちの話題を　お届けします

中沢�俊郎�さん
（甲府市）

　８月１日、市はクリーンエネルギー政策の一環として、
電気自動車の普及を目指し、市役所本庁舎東側駐車場に電
気自動車用急速充電器を設置しました。
　市民の皆様はもとより、市外在住の方や観光でお越しの
方にも広くご利用いただけます。
■設置場所　　市役所　東側駐車場
■利用可能日　保守点検日を除く毎日
■利用時間　　午前８時３０分～午後４時３０分
■利用料金　　無料（当分の間）
※�１回３０分以内の利用をお願いします（自動で切れます）
◆お問い合わせ先
　環境政策課　環境政策担当　☎３２- ２１１１（内２４３）

電気自動車、急速充電できます！！

急速充電できます！

　８月６日、市は塩山保健福祉センターで「ママのあんしん
ネットワーク会議」を開催しました。この会議は、安心して
妊娠・出産・育児ができるまちを目指し、市の母子保健や子
育て支援の関係者が現状・課題等を共有し、それぞれが連携・
協力して解決を図ることを目的としています。初開催のこの
日、助産師、保健師など母子保健関係者、保育所、児童セン
ター、子育てサロンなど子育て支援事業者などが一堂に会し、
それぞれが抱える課題などについて話し合いました。

ママのあんしんネットワーク会議　開催！

ママがあんしんして暮らせるまちを目指し、会議中！

被災地支援の想い
手作り神輿に託し
福島県の相馬神社へ
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税
務
課
資
産
税
担
当
か
ら
の　
　

お
願
い

　
固
定
資
産
税
は
、
基
準
日
と
な
る
毎
年
１

月
１
日
に
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有

す
る
方
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

■
相
続
人
代
表
者
の
届
け
出
は
お
早
め
に

　

�

土
地
・
家
屋
等
、
固
定
資
産
の
所
有
者
が

亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
早
め
の
相
続
登
記

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
ま
た
、
年
内
中
に

相
続
登
記
が
で
き
な
い
場
合
、
相
続
人
の

中
か
ら
代
表
者
を
選
定
し
、
届
出
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
後
に
代
表
者
を
変
更
す
る
場
合

に
は
新
た
に
代
表
者
と
な
ら
れ
る
方
の
変

更
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。（
新
旧
代

表
者
の
押
印
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

■
口
座
振
替
の
手
続
き
も
お
忘
れ
な
く

　

�

亡
く
な
ら
れ
た
納
税
義
務
者
の
方
が
口
座

振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
口

座
振
替
の
手
続
き
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
新
た
な
口
座
振
替
の
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

■
共
有
名
義
の
代
表
者
の
変
更
は
…
…

　

�

土
地
、
家
屋
等
を
複
数
の
方
で
共
有
し

て
い
る
場
合
に
は
、
共
有
者
全
員
が
納
税

義
務
者
に
な
り
ま
す
。
納
税
通
知
書
は
共

有
者
の
中
か
ら
代
表
者
１
人
に
送
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
代
表
者
の
変
更
を

す
る
場
合
に
は
、『
共
有
代
表
者
変
更
届
』

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
新
旧
代
表
者

の
押
印
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

■�

家
屋
取
り
壊
し
届
け
（
家
屋
現
況
申
告

書
）
の
提
出
に
つ
い
て

　

�

今
ま
で
建
っ
て
い
た
家
屋
の
全
部
ま
た

は
一
部
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
そ
の
年

内
中
に
税
務
課
へ
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
出
の
あ
っ
た
家
屋
は
、
現
地
調
査
・
確

認
の
う
え
、
翌
年
か
ら
そ
の
取
り
壊
し
部

分
が
課
税
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
家
屋
調
査
へ
の
ご
協
力
を
…
…

　

�

家
屋
を
新
増
築
さ
れ
た
場
合
は
、
家
屋
資

産
評
価
の
た
め
の
調
査
に
、
ご
自
宅
へ
伺

い
ま
す
。

　

�

調
査
の
日
程
は
事
前
に
確
認
し
て
か
ら
お

伺
い
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

�

ま
た
、
未
評
価
家
屋
に
つ
い
て
も
現
地
調

査
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

情
報

information

　
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
１
～
１
８
３
）

　
勝
沼
支
所　
地
域
振
興
担
当

　
☎
44
‐
１
１
１
１

　
大
和
支
所　
地
域
振
興
担
当

　
☎
48
‐
２
１
１
１

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
貸
与
制

度
の
お
知
ら
せ

　
県
で
は
、
平
成
26
年
11
月
よ
り
、
重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
助
成
金
の
助
成
方
法
が
、

現
在
の
窓
口
無
料
方
式
か
ら
、
い
っ
た
ん
医

療
費
を
支
払
う
自
動
還
付
方
式
に
移
行
し
ま

す
。
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
を

受
け
て
い
る
方
が
、
医
療
費
の
支
払
が
困
難

な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
安
心
し
て
適
切
な
診

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
資
金
を
貸

与
し
ま
す
。

■
内
容
及
び
条
件
等

○
窓　
口

　
福
祉
課
障
害
福
祉
担
当

○
期　
間

　

�

受
診
予
定
の
月
の
前
々
月
11
日
か
ら
前
月

10
日
ま
で

○
申
請
方
法

　
�

受
給
者
の
署
名
に
よ
る
申
請
（
実
印
、
印

鑑
登
録
証
明
書
は
不
要
で
す
。）

※�
た
だ
し
、
事
情
に
よ
り
代
理
申
請
も
可
能

で
す
。

○
貸
与
方
法

　
１
か
月
分
の
医
療
費
を
貸
与

○
貸
付
限
度
額

　
高
額
療
養
費
制
度
の
自
己
負
担
限
度
額

※�

た
だ
し
、
特
に
理
由
が
あ
る
場
合
は
上
限

10
万
円
ま
で
（
貸
与
額
は
千
円
単
位
）

○
連
帯
保
証
人

　
不　
要

○
貸
与
利
子

　
無
利
子

○
償
還
方
法

　

�

原
則
、
借
り
た
お
金
で
医
療
費
を
支
払
え

ば
そ
の
分
の
医
療
費
助
成
金
か
ら
直
接
償

還
（
返
済
）
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

○
償
還
期
限　
診
療
月
の
4
ヵ
月
後
の
末
日

※�

こ
の
制
度
で
借
り
た
お
金
は
、
医
療

費
以
外
で
使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①�

本
人
確
認
書
類
（
障
害
者
手
帳
、
運
転
免

許
証
、
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
等
）

②�

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金
受
給
者

証
③�

収
入
印
紙
２
０
０
円
分
（
貸
与
申
請
額
が

1
万
円
未
満
の
場
合
は
不
要
）

④�

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金
の
振
込

口
座
の
通
帳
（
ま
た
は
口
座
が
分
か
る
も

の
）

※�

そ
の
他
、
お
持
ち
の
場
合
は
限
度
額
適
用

認
定
証
（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
）、
直
近
の
月
の
医
療
費
領
収

書
◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
福
祉
保
健
部　
障
害
福
祉
課

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
４
９
５

　
甲
州
市
役
所　
福
祉
課　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
７
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■�

26
年
度
の
み
（
Ｈ
27
年
３
月
31
日
ま
で
）

の
経
過
措
置

　

�

26
年
度
の
み
、
３
～
４
歳
（
５
歳
の
誕
生

日
の
前
日
ま
で
）
の
お
子
さ
ん
が
対
象
と

な
り
１
回
接
種
が
可
能
で
す
。

※�

た
だ
し
、
既
に
水
痘
に
か
か
っ
た
お
子
さ

ん
や
、
任
意
で
１
回
で
も
接
種
を
し
て
い

る
場
合
は
接
種
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

�

ま
た
、
平
成
26
年
９
月
30
日
（
火
）
ま
で

に
任
意
で
接
種
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
公

費
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
前
記
の
対
象
年
齢
に
な
る
お
子
さ
ん
に
は

個
人
通
知
を
発
送
い
た
し
ま
す
が
、
予
診
票

は
窓
口
に
て
接
種
履
歴
の
確
認
後
に
交
付
い

た
し
ま
す
。
お
手
数
で
す
が
母
子
健
康
手
帳

を
ご
持
参
の
う
え
、
健
康
増
進
課
の
窓
口
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　
医
療
対
策
室

　
健
康
企
画
・
医
療
担
当　

　
☎
32
‐
５
０
１
４

平
成
26
年
全
国
消
費
実
態
調
査

　
９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
全
国
消
費
実

態
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
で
は
、

我
が
国
の
家
計
の
実
態
を
把
握
し
ま
す
。
調

査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
行
う
各

種
経
済
・
社
会
諸
施
策
や
研
究
機
関
な
ど
で

行
う
消
費
・
経
済
分
析
の
た
め
の
貴
重
な
基

礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
調
査
員
が
皆
様
の
お

宅
に
伺
い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
産
業
振
興
課　
ワ
イ
ン
・
商
工
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
２

甲
州
市
商
工
会
勝
沼
大
和
支
所　

閉
所
の
お
知
ら
せ

　
甲
州
市
商
工
会
で
は
、
今
秋
、
甲
州
市
役

所
旧
勝
沼
庁
舎
解
体
工
事
実
施
に
伴
い
現
在

使
用
し
て
い
る
事
務
室
が
使
用
で
き
な
く
な

る
こ
と
、
ま
た
、
山
梨
県
商
工
会
連
合
会
の

要
員
配
置
計
画
に
伴
う
経
営
指
導
員
等
職
員

の
減
員
が
あ
り
、
今
後
、
経
営
合
理
化
、
経

費
節
減
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
急
務
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
甲
州
市
商
工
会
で
は
、

理
事
会
等
で
協
議
し
た
結
果
９
月
30
日
を
持

ち
ま
し
て
、
勝
沼
大
和
支
所
を
閉
所
す
る
こ

と
と
致
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
ま
し
て
、
勝
沼
大
和
支
所
の

業
務
は
、
10
月
１
日
か
ら
、
本
所
及
び
甲
州

市
役
所
内
商
工
会
コ
ー
ナ
ー
で
引
き
継
い
で

ま
い
り
ま
す
。

　

甲
州
市
商
工
会
で
は
、
こ
れ
を
機
に
職

員
一
同
気
持
ち
を
新
た
に
し
、「
行
き
ま
す
、

聞
き
ま
す
、
提
案
し
ま
す
」
を
基
本
に
、
よ

り
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
と
迅
速
な
対
応
に
心

掛
け
て
参
り
ま
す
。

◆
10
月
１
日
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
先

・
甲
州
市
商
工
会　
　

���

☎
33
‐
２
２
３
６

・
甲
州
市
商
工
会
コ
ー
ナ
ー

　
（
甲
州
市
役
所
本
所
内
）
☎
32
‐
５
５
５
５

※�

勝
沼
大
和
支
所
閉
所
に
伴
い
、
10
月
１
日

よ
り
勝
沼
大
和
支
所
の
電
話
（
44
‐
０
５

８
６
）
が
不
通
と
な
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い　
　

不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　
市
で
は
、
妊
娠
を
望
む
ご
夫
婦
が
安
心
し

て
不
妊
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

�

次
の
３
つ
の
条
件
を
満
た
す
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

・
婚
姻
事
項
が
あ
る
こ
と

・�

夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
甲
州
市
に
１
年
以

上
住
所
を
有
す
る
こ
と

・
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

■
内　
容

　

�

不
妊
治
療
に
要
し
た
医
療
費
（
検
査
、
治

療
等
）
の
自
己
負
担
額
の
２
分
の
１
（
た

だ
し
上
限
15
万
円
）
を
、
通
算
６
回
助
成

し
ま
す
。

■
必
要
書
類

・
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
助
成
金
申
請
書

・
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
受
診
等
証
明
書

・�

同
意
書
（
同
意
書
の
提
出
に
よ
り
、
納
税
証

明
所
、
住
民
票
謄
本
は
無
料
と
な
り
ま
す
）

・�

医
療
費
領
収
書
（
証
明
書
の
領
収
金
額
と

領
収
書
の
合
計
金
額
が一致
し
て
い
る
こ
と
）

・
夫
及
び
妻
の
納
税
証
明
書

・�

住
民
票
謄
本
（
本
籍
、
筆
頭
者
が
記
載
さ

れ
て
い
る
も
の
）

※�

申
請
書
、
証
明
書
、
同
意
書
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

■
申
請
方
法

　

�

必
要
書
類
を
健
康
増
進
課
（
本
庁
舎
）
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
は
、
治
療
期
間
が
終
了
し
た
日
か
ら

１
年
以
内
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○�

山
梨
県
の
助
成
制
度
と
併
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
際
に
は
先
に
甲
州
市
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○�

希
望
者
に
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
、
市

役
所
窓
口
以
外
で
の
相
談
対
応
も
い
た
し

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　
健
康
づ
く
り
担
当

　
☎
33
‐
７
８
１
２

～
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
～　
　

水
痘
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
定
期
化
さ

れ
ま
す

　
予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、
10
月
１
日

か
ら
水
痘
（
み
ず
ぼ
う
そ
う
）
ワ
ク
チ
ン
が

定
期
の
予
防
接
種
に
な
り
ま
す
。

■
対
象
者

　

�

１
～
２
歳
の
お
子
さ
ん
（
３
歳
の
誕
生
日

の
前
日
ま
で
）

※�

水
痘
に
か
か
っ
た
お
子
さ
ん
や
既
に
２
回

接
種
が
完
了
し
て
い
る
お
子
さ
ん
は
接
種

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
接
種
回
数
と
標
準
的
な
接
種
間
隔

　
生
ワ
ク
チ
ン
を
合
計
２
回
接
種
。

　

�

初
回
接
種
後
６
ヶ
月
～
12
ヶ
月
ま
で
の
間

隔
を
お
い
て
２
回
目
を
接
種
。（
最
低
３

ヶ
月
以
上
空
け
る
・
３
歳
の
誕
生
日
の
前

日
ま
で
）

※�

平
成
26
年
９
月
30
日
ま
で
に
任
意
（
自

費
）
で
１
回
接
種
を
し
て
い
る
場
合
は
、

３
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
に
１
回
だ
け
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。
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商
工
会
・
商
工
会
連
合
会　
　
　

経
営
指
導
員
・
経
営
指
導
員
研
修
生

統
一
採
用
試
験
案
内

■
受
験
資
格

⑴
経
営
指
導
員

　

�

平
成
26
年
4
月
1
日
現
在
、
満
41
歳
未
満

で
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

ア�

大
学
卒
業
者
で
、
商
工
鉱
業
の
指
導
、
ま

た
は
経
営
実
務
に
最
近
５
年
の
う
ち
２
年

以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
方

イ�

短
期
大
学
等
卒
業
者
で
、
商
工
鉱
業
の
指

導
、
ま
た
は
経
営
実
務
に
最
近
５
年
の
う

ち
３
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
方

ウ�

商
工
鉱
業
の
指
導
、
ま
た
は
経
営
実
務
に

最
近
７
年
の
う
ち
５
年
以
上
従
事
し
た
経

験
を
有
す
る
方

エ�

経
営
指
導
員
と
し
て
相
応
し
い
公
的
資
格

を
有
す
る
方
（
中
小
企
業
診
断
士
・
社
会

保
険
労
務
士
・
税
理
士
）

⑵
経
営
指
導
員
研
修
生

　

�

平
成
26
年
4
月
1
日
現
在
、
満
28
歳
未
満

で
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

ア�

大
学
若
し
く
は
大
学
院
の
卒
業
者
、
ま
た

は
卒
業
が
見
込
ま
れ
る
方

イ�

短
期
大
学
等
卒
業
者
で
、
商
工
鉱
業
の
指

導
、
ま
た
は
経
営
実
務
に
最
近
３
年
間
の

う
ち
２
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る

方
■
申
込
方
法

　

�

9
月
1
日
（
月
）
か
ら
9
月
19
日
（
金
）

の
間
に
申
込
書
・
ア
ン
ケ
ー
ト
・
履
歴
書
・

卒
業
証
明
書
・
成
績
証
明
書
を
提
出

■
採
用
人
員　
若
干
名

■
試
験
日

○
1
次
試
験　
10
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
9
時
30
分

　

�（
一
般
教
養
・
経
営
の
専
門
的
知
識
・
職

場
適
応
性
検
査
）

○
2
次
試
験　
11
月
9
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分

　
（
面
接
・
グ
ル
ー
プ
討
議
）

○
3
次
試
験　
11
月
25
日
（
火
）　
（
面
接
）

■
給
与
・
待
遇
等

　
商
工
会
統
一
規
程
に
よ
る

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
請
求
先

　
〒
４
０
０
‐
０
０
３
５

　
甲
府
市
飯
田
2
‐
2
‐
1

　
中
小
企
業
会
館
3
階

　
山
梨
県
商
工
会
連
合
会　
総
務
課

　
☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
２
１
１
５
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平
成
26
年
度
下
水
道
排
水
設
備　

工
事
責
任
者
認
定
試
験

　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す
る
指

定
工
事
店
に
は
、「
下
水
道
排
水
設
備
工
事

認
定
者
」
の
資
格
を
有
す
る
方
の
専
属
が
必

要
で
す
。
こ
の
試
験
は
、
責
任
技
術
者
と
し

て
の
技
能
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。
今
年
度

は
次
の
日
程
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

　
10
月
１
日
（
水
）
～
10
月
22
日
（
水
）

■
講
習
会

　
11
月
12
日
（
水
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場　
所

　
山
梨
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　
（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）

　
（
甲
府
市
朝
気
1
丁
目
2
番
2
号
）

■
試
験
日

　
11
月
23
日
（
日
）
午
前
10
時
～
12
時
15
分

■
そ
の
他　

　

�

申
込
用
紙
は
、
次
の
窓
口
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

・
甲
州
市
役
所　
都
市
整
備
課

　
下
水
道
担
当

・
峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー　

　

�（
笛
吹
市
石
和
町
東
油
川
字
北
畑
４
１
７
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
公
益
財
団
法
人
山
梨
県
下
水
道
公
社

　
事
務
局

　
☎
０
５
５
‐
２
６
３
‐
２
７
３
８

電
動
式
生
ご
み
処
理
機
・
生
ご
み
処

理
容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
・
ボ
カ
シ
容
器
）

購
入
補
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
及
び
生

ご
み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
・
ボ
カ
シ
容

器
）
購
入
に
つ
い
て
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
一
基
あ
た
り

購
入
金
額
（
消
費
税
額
を
除
く
）
の
２
分
の

１
を
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、
電
動
式
生
ご

み
処
理
機
は
３
万
円
を
限
度
と
し
、
生
ご
み

処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
・
ボ
カ
シ
容
器
）

に
つ
い
て
は
、
５
千
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
一
世
帯
に
つ
き
一
基
と

な
り
ま
す
。

　
補
助
金
の
申
請
に
つ
い
て
は
、領
収
書（
電

動
式
の
場
合
は
保
証
書
も
必
要
と
な
り
ま

す
）
と
印
鑑
及
び
振
込
先
が
わ
か
る
も
の
を

持
参
の
う
え
、
甲
州
市
役
所
・
環
境
政
策
課

窓
口
で
申
請
書
に
記
入
し
て
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
政
策
課　
廃
棄
物
対
策
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
４
２
）

峡
東
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
災
害
時
に
ペ
ッ
ト
の
命
を
真
っ
先
に
守
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
飼
い
主
で
す
。
日
頃
か

ら
し
つ
け
を
し
っ
か
り
と
し
て
、
避
難
先
で

問
題
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し

ょ
う
。
高
齢
者
で
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
方

は
、
ご
近
所
の
人
と
お
互
い
に
協
力
が
出
来

る
よ
う
に
相
談
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
動
物
用
の
防
災
グ
ッ
ズ
が
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
前
も
っ
て
準
備
し
て
お
く

こ
と
も
大
切
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
政
策
課　
環
境
政
策
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
４
４
）

塩山南口
市民ギャラリー

９月１日（月）～10月６日（月）
塩山文化協会の写真部による作品を

展示いたします。
※�展示内容・期間につきましては、変更
になる場合もあります。

◆甲州市教育委員会◆
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都
市
整
備
課　
下
水
道
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
８　

32
‐
５
０
７
９

　

E

メ
ー
ル

　

toshiseibi@
city.koshu.lg.jp

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　
　

ル
ー
ル
を
守
っ
て　
　
　
　
　
　

　
　
【
ご
み
】
か
ら
【
資
源
】
へ

　
市
で
は
、
ビ
ン
・
空
き
缶
類
な
ど
を
資
源

物
と
し
て
回
収
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
市
内
各
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
管
理
・
運
営
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
最
近
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
低
下
が
見

ら
れ
る
た
め
、
使
い
方
の
再
確
認
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
特
に
飲
料
用
ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー
ル
缶
と

ビ
ン
類
の
出
し
方
に
つ
い
て
で
す
が
、
空
き

缶
と
ビ
ン
類
は
、
食
品
用
・
飲
料
用
の
み
が

リ
サ
イ
ク
ル
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
リ
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
時
は
、
中
身

を
空
に
し
、
容
器
の
中
を
水
で
す
す
い
で
か

ら
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
容
器
の
中
が
洗
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、

中
身
が
入
っ
た
ま
ま
の
ビ
ン
類
や
空
き
缶
類

を
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
と
回

収
容
器
の
汚
れ
や
悪
臭
の
原
因
と
な
り
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
が
入
っ
た
ビ
ン

類
や
空
き
缶
、
割
れ
た
ビ
ン
、
さ
び
た
空
き

缶
な
ど
が
増
加
し
て
お
り
資
源
物
と
し
て
回

収
で
き
な
い
状
態
で
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
回
収
さ
れ

た
資
源
物
は
、
品
目
ご
と
に
リ
サ
イ
ク
ル
業

者
に
引
き
取
ら
れ
、
様
々
な
製
品
の
原
材
料

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル（
再
資
源
化
）さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
、
も
う
一
度
ル
ー
ル
を
確
認
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
正
し
く
清
潔
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
、
リ
サ
イ
ク
ル
と
ご
み

の
減
量
化
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
政
策
課　
廃
棄
物
対
策
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
４
２
）

屋
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
野
焼
き
（
処
理
基
準
に
従
わ
ず
に
行
わ
れ

る
廃
棄
物
の
焼
却
）
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

※�

違
反
者
は
罰
則
の
適
用
を
受
け
、
処
罰
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

■�

燃
や
す
も
の
の
多
少
に
関
係
な
く
禁
止
さ

れ
て
い
る
も
の
。

×
家
庭
か
ら
出
た
ゴ
ミ
や
廃
品
の
焼
却

×�

解
体
し
た
家
屋
か
ら
出
た
木
く
ず
や
廃
畳

等
の
焼
却

×
事
業
活
動
で
出
た
紙
く
ず
等
の
焼
却

×
霜
害
を
防
ぐ
た
め
の
廃
タ
イ
ヤ
等
の
焼
却

×�

農
業
用
の
マ
ル
チ
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に

使
用
し
た
ビ
ニ
ー
ル
類
の
焼
却

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
政
策
課　
環
境
政
策
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
４
４
）

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
毎
年
、
計
量
法
に
基
づ
き
一
定

の
期
間
（
８
年
間
）
を
経
過
し
た
水
道
メ
ー

タ
ー
を
無
料
で
交
換
し
て
い
ま
す
。

　
該
当
す
る
ご
家
庭
に
は
、
市
が
委
託
し
た

水
道
事
業
協
力
会
の
係
員
が
敷
地
内
に
立
ち

入
り
、
交
換
作
業
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
メ
ー
タ
ー
交
換
対
象
と
な
る
ご
家
庭
に
は
、

事
前
に
「
水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
に
つ
い

て
」
と
い
う
文
書
を
お
送
り
し
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
交
換
期
間

・
9
月
2
日
（
火
）
～
16
日
（
火
）

　
（
検
針
月
が
偶
数
月
の
区
域
）

・
10
月
1
日
（
水
）
～
17
日
（
金
）

　
（
検
針
月
が
奇
数
月
の
区
域
）

■
委
託
業
者

　
甲
州
市
水
道
事
業
協
力
会
20
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

　

�

㈲
橘
田
総
合
サ
ー
ビ
ス
、
㈲
秋
山
設
備
、

塩
山
ヒ
タ
チ
商
会
、
㈲
大
藤
建
設
、
第
一

設
備
㈱
、
ト
ミ
ザ
ワ
設
備
、
㈲
日
栄
工

業
、
㈲
田
中
設
備
工
業
所
、
㈲
早
川
建
材

設
備
、
平
間
工
業
所
、
広
瀬
水
道
建
設
㈲
、

㈲
堀
内
設
備
、
三
科
設
備
、
㈱
雨
宮
工
務

店
、
㈲
岩
間
商
興
、
㈲
エ
ー
ス
、
内
藤
設

備
、
三
森
建
設
㈱
、
㈲
ラ
イ
フ
興
産
、
㈱

平
成
設
備

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
水
道
課　
総
務
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
７

下
水
道
事
業
審
議
会
委
員
を
募
集

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
適
正
か
つ
効
率
的

な
運
営
を
図
る
た
め
、
市
役
所
外
部
の
方
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
下
水
道
料
金
改
定
に
つ

い
て
審
議
を
行
う
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。
審
議
委
員
の
選
出
は
、
甲
州
市
附
属

機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
第
３
条
第
１
項

及
び
第
２
項
に
よ
り
組
織
の
定
数
及
び
構
成

員
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　
�

甲
州
市
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
で
、
下

水
道
事
業
に
つ
い
て
関
心
が
あ
り
、
平
日

夜
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
期　
間

　

�

平
成
26
年
10
月
～
平
成
27
年
３
月

■
申
込
方
法

　

�

任
意
の
様
式
に
「
下
水
道
事
業
審
議
会
委

員
申
込
」
と
明
記
の
上
、
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
他
の
委
員
経
験

の
有
無･

応
募
動
機
を
記
入
し
、
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
都
市
整
備
課
窓
口
で
も
直
接

お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

※�

受
付
に
よ
り
収
集
し
た
個
人
情
報
は
、
当

該
事
務
処
理
の
目
的
以
外
に
は
一
切
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
。

■
申
込
期
限

　
９
月
26
日
（
金
）
ま
で

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１
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◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
８　

32
‐
５
１
７
２

近
代
産
業
遺
産
「
宮
光
園
」　　

朗
読
と
箏
・
尺
八
が
奏
で
る　
　

優
美
な
世
界

　
秋
の
月
と
涼
や
か
な
虫
の
音
。
朗
読
と
和

の
調
べ
が
織
り
な
す
優
美
な
ひ
と
と
き
に
皆

様
を
お
誘
い
し
ま
す
。

■
日　
時　
10
月
７
日
（
火
）
午
後
７
時

　
　
　
　
　
（
開
場　
午
後
６
時
30
分
）

■
場　
所　
宮
光
園

　
（
甲
州
市
勝
沼
町
下
岩
崎
１
７
４
１
）

■
内　
容　
朗
読
・
箏
・
尺
八
演
奏

・
朗
読

　
　
清
水
章
子
さ
ん

　
　
平
岩
弓
枝　
作
「
邪
魔
っ
け
」

　
　
南
條
範
夫　
作
「
椿
堂
由
来
記
」

・
箏

　
　

�

甲
州
市
塩
山
文
化
協
会
山
田
流
箏
曲
部

　
　
久
本
玄
智　
作
曲
「
飛
躍
」

　
　
山
川
園
松　
作
曲
「
即
興
幻
想
曲
」

・
尺
八

　
　
岩
間
龍
山
さ
ん

　
　
都
山
流
本
曲　
「
木
枯
」

　
　
　
　
　
　
　
　
「
日
本
の
心
を
吹
く
」

■
定　
員　
80
名

　
（
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
入
館
料　
１
０
０
円

■
申
込
方
法

　

�

９
月
８
日
（
月
）
か
ら
電
話
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※�

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

■
駐
車
場

　

�

メ
ル
シ
ャ
ン
ワ
イ
ナ
リ
ー
駐
車
場
、
勝
沼

図
書
館
駐
車
場
、
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ベ
ル
フ

ォ
ー
レ
ワ
イ
ナ
リ
ー
駐
車
場
（
か
つ
ぬ
ま

朝
市
会
場
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※�

当
日
は
、
案
内
を
設
け
ま
す
の
で
指
示
に

従�

っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当　

　
☎
32
‐
５
０
９
７

２
０
１
４
フ
ッ
ト
パ
ス　
　
　
　

塩
山
駅
を
出
発
し
勝
沼
ぶ
ど
う
の

丘
で
ワ
イ
ン
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
む

　
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
塩
山
駅
か
ら
雨
宮
敬
次
郎

の
碑
や
小
丸
山
の
百
観
音
を
め
ぐ
り
、
勝
沼

ぶ
ど
う
の
丘
で
ワ
イ
ン
を
試
飲
し
ま
す
。

■
日　
時　
９
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
　
受
付　
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
出
発　
午
前
９
時

■
集　
合　
塩
山
駅
北
口
・
信
玄
公
像
前

■
定　
員　
30
名

■
参
加
費

　
�

５
０
０
円
（
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
代
、
保
険
代
、

お
茶
代
な
ど
）

※�
ぶ
ど
う
の
丘
の
試
飲
代
は
別
と
な
り
ま
す
。

■
案　
内

　

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甲
州
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
会

◆
申
し
込
み
先

　

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甲
州
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
会　

　
☎
０
９
０
‐
８
８
９
１
‐
３
９
１
５

第
９
回
甲
州
市
民
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集
！

　
ゴ
ル
フ
愛
好
者
が
気
楽
に
参
加
し
、
出
会

い
と
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
る
と
と
も
に
技

術
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま

す
。
支
部
、
地
元
、
仲
間
等
の
コ
ン
ペ
を
兼

ね
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

■
主　
催　
　

　
甲
州
市
体
育
協
会　
甲
州
市
教
育
委
員
会

■
主　
管

　
甲
州
市
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部

■
参
加
資
格

　
市
内
在
住
者
及
び
在
勤
者

■
日　
時　
10
月
７
日
（
火
）

①
プ
レ
ー
費　
８
，
０
０
０
円

　
（
食
事
・
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
・
他
）

②
参
加
費　
３
，
０
０
０
円

　
（
賞
品
及
び
パ
ー
テ
ィ
ー
費
）

※
受
付
時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

■
場　
所　
勝
沼
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

■
競
技
方
法

　

�

新
ペ
リ
ア
方
式
・
勝
沼
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
・

ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル

■
表　
彰　
　

○
総
合
の
部　
優
勝
、
準
優
勝
、
第
三
位

○
女
子
の
部　
優
勝
、
準
優
勝
、
第
三
位

　

�

十
位
ま
で
入
賞
、
飛
び
賞
、
ニ
ア
ピ
ン
賞
、

ド
ラ
コ
ン
賞
、
他　

■
募
集
人
数　

２
０
０
人
（
50
組
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
締
め
切
り　
９
月
18
日
（
木
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
あ
る
～
く
こ
う
し
ゅ
う
推
進
協
議
会

　
事
務
局
（
観
光
交
流
課
内
）

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
９
２
）

「
ふ
く
し
ま
星
・
月
の
風
景
」　　

写
真
展
を
開
催
し
ま
す

　
福
島
県
内
で
は
震
災
に
よ
り
、
大
き
く
姿

が
変
貌
し
て
し
ま
っ
た
地
も
あ
り
ま
す
が
、

以
前
と
変
わ
ら
ず
四
季
の
移
ろ
い
を
鮮
や
か

に
飾
っ
て
い
る
風
景
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
多
く
の
み
な
さ
ま
に
福
島
県
内

各
地
に
お
け
る
素
晴
ら
し
い
「
星
・
月
の
風

景
」
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
素
晴
ら
し
い
自

然
、
そ
し
て
星
や
月
の
輝
き
に
目
を
向
け
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
、
福
島
県
の
郡
山
市
ふ
れ

あ
い
科
学
館
で
開
催
さ
れ
た
「
ふ
く
し
ま

星
・
月
の
風
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表

彰
作
品
を
展
示
い
た
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
期　
間　

　
９
月
11
日
（
木
）
～
10
月
８
日
（
水
）

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎�

１
階�

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
主　
催　
甲
州
市
教
育
委
員
会

■
協　
力　
郡
山
市
ふ
れ
あ
い
科
学
館

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当　

　
☎
32
‐
５
０
９
７

※�

１
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
土
曜
日
・
日
曜

日
・
祝
日
も
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

自
由
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
観
覧
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
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児
童
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
予
定

○
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー
○

■
内　
容　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

�「
親
子
で
ゆ
っ
く
り
肌
の
ふ
れ
あ
い
を
楽

し
も
う
」

■
日　
時　
　

　
９
月
24
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
１
歳
以
下
の
親
子

■
持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル

■
参
加
費　
無　
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
33
‐
７
９
０
０

○
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー
○

■
内　
容　
リ
ズ
ム
あ
そ
び

　

�「
夏
の
う
た
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ム
あ
そ
び

を
し
よ
う
」
～
身
近
な
夏
の
曲
に
合
わ
せ

て
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
ま
す
～

■
日　
時　
　

　
９
月
４
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
未
就
園
の
親
子

■
持
ち
物　
上
履
き

■
参
加
費　
無　
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
33
‐
７
８
０
０

○
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館
○

■
内　
容　
工
作
あ
そ
び

　

�「
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
」
～
ク
ル
ク
ル
コ
プ

タ
ー
・
フ
ワ
フ
ワ
ボ
ー
ル
を
作
っ
て
遊
び

ま
す
～

■
日　
時　
　

　
９
月
18
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

■
対　
象　
未
就
園
の
親
子

■
参
加
費　
無　
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

　
☎
44
‐
３
７
２
３

第
９
回
甲
州
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ　

お
も
ち
ゃ
集
め
の
お
願
い　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
募
集

　
今
年
で
第
９
回
を
迎
え
る
甲
州
こ
ど
も
フ

ェ
ス
タ
は
、
11
月
６
日
（
木
）
に
塩
山
ふ
れ

あ
い
館
で
開
催
し
ま
す
。
今
回
も
開
催
に
あ

た
り
「
お
も
ち
ゃ
交
換
会
」
を
予
定
し
て
お

り
、
お
家
で
眠
っ
て
い
る
お
も
ち
ゃ
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
使
わ
な
く
な
っ
た
お
も
ち

ゃ
を
次
の
世
代
の
お
子
さ
ん
の
た
め
に
提
供

し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
10
月
10
日
（
金
）

ま
で
に
子
育
て
支
援
課
へ
ご
連
絡
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※�

ぬ
い
ぐ
る
み
、
お
菓
子
等
の
お
ま
け
の
お

も
ち
ゃ
は
集
め
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
お
願
い
し
ま
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
】

　

�

今
年
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
を
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

�

小
さ
な
子
ど
も
と
接
す
る
の
が
好
き
、
次

の
世
代
の
応
援
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

を
お
持
ち
の
方
は
９
月
末
日
ま
で
に
ご
連

絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
８
１

２
０
１
４
年
最
大
の
天
体
イ
ベ
ン
ト

「
皆
既
月
食
」
観
望
会
を
開
催
！

■
日　
時　
※
天
候
不
良
の
場
合
中
止

　
10
月
８
日
（
水
）
午
後
６
時
～
８
時

■
場　
所　
塩
山
ふ
れ
あ
い
の
森
総
合
公
園

　
　
　
　
　
ひ
ょ
う
た
ん
池
広
場

■
講　
師　

　
山
梨
県
立
科
学
館　
天
文
指
導
員

■
対
象
者　
市
内
在
住
の
方
ど
な
た
で
も

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７

　今年２回目のこどもまつりを開催します。楽
しいあそびをいっぱい用意して待っています。
お友達もさそって気軽にあそびに来てください。

■日　時　10月２日（木）
　　　　　午前 10時～午後１時
■場　所　東雲ふれあい親子館（東雲小東側）
■対　象　３歳以下の親子（先着２５組）
■参加費　無　料
■内　容　�ヨーヨーつり、金魚すくい、スー

パーボール、ボールプール、てがた、
読み聞かせ、手あそび（図書館司書
の方による）、工作など

■申込方法
　９月２日（火）から東雲ふれあい親子館へ直
接電話にてお申し込みください。
※受付時間は午前１０時～午後１時３０分まで
となります。
　（土曜日・日曜日・祝祭日を除く）
※定員になりしだい締切ります。
◆申し込み・お問い合わせ先
　東雲ふれあい親子館　
　☎４４‐３７２３

甲州児童センター
こどもまつり

この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや環境対策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われます。

売り切れしだい発売終了！●１等・前後賞合わせて3億9,000万円（１等3億3,000万円／前後賞各3,000万円）
●発売期間 9月19日（金）～10月10日（金）　●抽せん日 10月17日（金）

ち
や
ん

ち
や
ん

オータムジャンボ宝くじ
２０１4年新市町村振興宝くじ

オオオオオオオオオーータタタタ ジャンボ宝くじムムジジジジャャンボ宝くじムムムムムジジジジャャンボ宝くじタタタタ

3億9千万円
ボ くくじじボ宝宝くくじじ

1等・前後賞合わせて

9月19日 発売金

大
き
い
秋
が
目
の
前
に
！！

1枚300円
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■
時　
間　
両
日
と
も
午
前
10
時
か
ら

■
材
料
費　

２
０
０
円

※
事
前
に
お
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

�（
成
形
・
野
焼
き
の
両
日
参
加
で
き
る
方

に
限
り
ま
す
。）

　
『
土
偶
を
作
ろ
う
』

　
本
格
的
な
土
偶
作
り
体
験
で
す
。
作
っ
た

も
の
は
、
後
日
野
焼
き
を
行
い
ま
す
。

■
開
催
日　
成　
形　
10
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　
野
焼
き　
11
月
22
日
（
土
）

■
時　
間　
両
日
と
も
午
前
10
時
か
ら

■
材
料
費　

２
０
０
円

※
事
前
に
お
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

�（
成
形
・
野
焼
き
の
両
日
参
加
で
き
る
方

に
限
り
ま
す
。）

※�

小
学
３
年
生
以
下
は
親
子
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
野
焼
き
は
ス
タ
ッ
フ
が
行
な
い

ま
す
。

　
釈
迦
堂
を
楽
し
も
う

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
提
示
で
、

本
人
と
同
伴
の
家
族
が
入
館
無
料
に
な
り
ま

す
。
ま
た
釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員
（
年

会
費
１
，
０
０
０
円
）
も
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
釈
迦
堂
を
お
気
に
入
り
の
場
所
と
し
て

楽
し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
☎
47
‐
３
３
３
３

※
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

※
入
館
料

　
（
一
般
・
大
学
生
）　

２
０
０
円

　
（
小
・
中
・
高
生
）　
１
０
０
円

※
休　
館

　

�

火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
（
土
曜
日
・
日
曜

日
を
除
く
）

「
ぶ
ど
う
ジ
ャ
ム
作
り
」
参
加
者
募
集

～ 
お
い
し
い
「
ぶ
ど
う
ジ
ャ
ム
」
を
一
緒

に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
～

　

甲
州
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
毎
年

「
ぶ
ど
う
ま
つ
り
」
に
あ
わ
せ
て
ジ
ャ
ム
作

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
勝
沼
の
ぶ
ど
う
を
使

っ
た
お
い
し
い
ジ
ャ
ム
で
す
。

■
日　
時　

　
９
月
26
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

※�

お
昼
（
お
弁
当
）
と
参
加
記
念
品
（
ぶ
ど

う
ジ
ャ
ム
１
瓶
）
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
場　
所

　
勝
沼
市
民
会
館　
１
階　
調
理
室

　
（
勝
沼
庁
舎
北
側
）

■
定　
員　
20
名

※�

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
参
加
費　
３
０
０
円

■
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

■
締
切
日　
９
月
19
日
（
金
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

　
事
務
局
（
産
業
振
興
課
果
樹
農
林
担
当
）

　
☎
32
‐
５
０
９
２

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

　
『
ヒ
ス
イ
探
検
講
座
』

　
　
　
～�

春
日
居
郷
土
館
・

　
　
　
　
　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
共
催
～

　
縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
は
ヒ
ス
イ
が
多
く

出
土
し
ま
す
。
御
坂
町
の
三
光
遺
跡
か
ら
も

約
11
㎝
の
鰹
節
型
の
翡
翠
製
大
珠
が
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。
ヒ
ス
イ
は
新
潟
県
糸
魚
川
市

姫
川
流
域
が
最
大
の
産
地
で
、
約
５
千
年
前

の
縄
文
時
代
中
期
に
加
工
を
始
め
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
ヒ
ス
イ
に
つ
い
て
学

び
な
が
ら
縄
文
文
化
を
知
る
バ
ス
ツ
ア
ー
で

す
。

■
日　
時

　
９
月
９
日
（
火
）　

　
集
合　
午
前
７
時�

　
解
散　
午
後
６
時
30
分
（
予
定
）

※
到
着
時
刻
は
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
集
合
場
所

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館　
駐
車
場

■
目
的
地

　
新
潟
県
糸
魚
川
市

　
長
者
ケ
原
考
古
館
・
市
振
海
岸

■
参
加
費　

２
，
５
０
０
円

■
定　
員　
25
名

※�

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
と
な
り
ま

す
。

■
そ
の
他

※��

昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
市
振
海

岸
で
昼
食
と
な
り
ま
す
。�
敷
物
等
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

※
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
秋
の
本
格
縄
文
時
代
体
験
教
室

　
『
縄
文
土
器
を
作
ろ
う
』

　
釈
迦
堂
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
と
同
じ

よ
う
に
、
粘
土
を
使
っ
た
本
格
的
な
土
器
作

り
体
験
で
す
。
高
さ
約
20
㎝
の
土
器
を
作
り

ま
す
。

■
開
催
日　
成　
形　
10
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
　
野
焼
き　
11
月
22
日
（
土
）

２
０
１
４
健
康
ウ
オ
ー
ク
IN
甲
州

　
11
月
16
日(

日)

に
開
催
し
ま
す
!!

　
勝
沼
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
に

３
コ
ー
ス

①
近
代
産
業
遺
産
コ
ー
ス（
約
４
．
０
ｋ
ｍ
）

②�

お
こ
や
っ
さ
ん
（
立
正
寺
）
と
寺
町
散
策

コ
ー
ス
（
約
６
．
５
ｋ
ｍ
）

③�

国
宝
大
善
寺
と
大
日
影
ト
ン
ネ
ル
コ
ー
ス

（
約
８
．
０
ｋ
ｍ
）

　

�

参
加
の
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

10
月
号
の
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
出
店
者
を
募
集
し
ま
す

　

�

２
０
１
４
健
康
ウ
オ
ー
ク
IN
甲
州
の
会
場

で
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

�

出
店
を
希
望
す
る
方
は
、
実
行
委
員
会
事

務�

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

２
０
１
４
健
康
ウ
オ
ー
ク
IN
甲
州

　
実
行
委
員
会

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
☎
32
‐
５
０
９
８
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【
本　
体
】
５
０
０
円
（
税
込
）

　
【
そ
の
他
】�

住
所
録
（
差
し
込
み
用
）

　
　
　
　

��　
80
円
は
別
売
り
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

�

市
役
所
市
民
課
及
び
各
支
所
に
備
え
付
け

の
「
注
文
書
」
に
ご
記
入
の
上
お
申
し
込

み
い
た
だ
く
か
、
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
「
注
文
書
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
持
参
・
郵
送
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
９
月
30
日
（
火
）

※�

配
布
時
期
は
11
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま

す
。（
代
金
引
き
換
え
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１　

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

　
甲
州
市
役
所　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８　

32
‐
３
０
７
２

平
成
27
年
「
甲
州
市
成
人
式
」
に

つ
い
て

■
日　
時　
平
成
27
年
１
月
11
日
（
日
）

■
受　
付　
午
前
11
時
30
分
～

■
開　
式　
午
後
12
時
30
分
～　
　
　
　
　

■
対
象
者

　

�

平
成
６
年
４
月
２
日
～
平
成
７
年
４
月
１

日
ま
で
の
出
生
の
方

■
会　
場　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
ホ
ー
ル

※�

現
在
市
外
に
転
出
し
て
い
る
方
で
、
甲
州

市
成
人
式
に
出
席
し
た
い
方
は
10
月
上
旬

ま
で
に
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７

２
０
１
５
年
版
県
民
手
帳
の
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
県
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
、
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
山
梨
県
民
手
帳
の
予
約
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

■
手
帳
の
規
格
等

　
【
サ
イ
ズ
】
82
㎜
×
１
４
５
㎜

　
【
表　
紙
】

　
・
赤
：
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
の
レ
ザ
ー
調

　
・
青
：
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
の
レ
ザ
ー
調

■
内
容

　
○
日
記　
○
郷
土
編
「
郷
土
自
慢
」
な
ど

　
○
統
計
編
「
山
梨
県
主
要
指
標
」
な
ど

　
○
名
簿
編
「
各
種
議
員
等
名
簿
」　

　
○
生
活
編
「
暮
ら
し
の
相
談
窓
口
」
な
ど

■
販
売
価
格
等

平成 27 年度
入学予定児童「健康診断」

　市では平成２７年度４月入学予定児童 ( 平成
２０年４月２日生から平成２１年４月１日生 )を
対象に健康診断を行います。
　今月中に保護者あてに通知は郵送しますが、届
かない場合、内容等が不明な場合にはご連絡くだ
さい。
　また、就学予定学校ごと、実施日・会場が異な
りますのでご確認ください。
■対　象　塩山南小学校　入学予定児童
　期　日　10月３日（金）
　受　付　午後１時１５分～１時３０分
　場　所　�塩山保健福祉センター及び塩山南小学

校（Ａ・Ｂグループ分け）
■対　象　�神金小学校・松里小学校・井尻小学校

　入学予定児童
　期　日　10月３日（金）
　受　付　午後１時１５分～１時３０分
　場　所　塩山保健福祉センター
■対　象　�塩山北小学校・奥野田小学校・大藤小

学校・玉宮小学校　入学予定児童
　期　日　10月６日（月）
　受　付　午後１時１５分～１時３０分
　場　所　塩山保健福祉センター
■対　象　�勝沼小学校・祝小学校・東雲小学校・

菱山小学校・大和小学校　入学予定児
童

　期　日　10月20日（月）
　受　付　午後１時１５分～１時３０分
　場　所　勝沼市民会館
◆お問い合わせ先
　甲州市教育委員会
　教育総務課
　教育総務担当
　☎３２‐１４１２

有 料 広 告
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■
日　
時　

　

�

10
月
14
日
（
火
）
～
10
月
24
日
（
金
）
の

間
の
８
日
間

■
場　
所

　
笛
吹
市
、
山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

■
定　
員　
20
名

■
受
講
料　
無　
料

■
締
切
日　
９
月
29
日
（
月
）

■
対
象
者　

①�

就
職
・
就
業
を
希
望
す
る
55
歳
以
上
の
方

②�

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
を
さ
れ
て

い
る
方

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�

公
益
社
団
法
人
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会

　
☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
８
３
８
３

障
害
者
生
活
支
援
相
談
（
予
約
制
）

　
平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で
行

け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
す
べ
て
の
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
時
間
外
相
談
日

◎
水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

　
９
月
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日

◎
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

　
９
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　

33
‐
２
３
０
７

無
料
法
律
相
談

■
日　
時

　
９
月
16
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
場　
所　

　
勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー�
２
階�
会
議
室
Ａ

■
対　
象　
市
内
在
住
者

■
定　
員　

　
６
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※�

こ
の
無
料
法
律
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で

す
。
９
月
５
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
か

ら
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

・�

な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

無
料
消
費
生
活
相
談

市
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
多
重
債
務
な
ど
、

消
費
生
活
に
関
す
る
無
料
相
談
を
開
設
し
ま

す
。

■
日　
時

　
９
月
25
日
（
木
）

　
午
前
の
部　
午
前
９
時
～
正
午

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
４
時

■
場　
所　

　
市
役
所
本
庁
舎�

１
階�

市
民
相
談
室

■
対　
象　
市
内
在
住
者

■
定　
員　

　
12
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

■
内　
容　

　

�

消
費
生
活
関
連　
架
空
請
求
、
訪
問
販
売

等
に
関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、
サ
ラ
金
、

多
重
債
務
、
相
続
、
遺
言
な
ど

※�

こ
の
無
料
消
費
生
活
相
談
は
、
完
全
予
約

制
で
す
。

※�

９
月
５
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

・�

相
談
す
る
事
項
を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書

類
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

「
法
の
日
」
司
法
書
士
無
料
相
談
会

■
内　
容

　

�

相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見
登
記
に
関
す
る

相
談
ほ
か
、
土
地
・
建
物
、
会
社
に
関
す

る
相
談
、
借
金
・
日
常
生
活
の
ト
ラ
ブ
ル

に
関
す
る
相
談
な
ど
各
種
法
律
相
談
に
幅

広
く
対
応
致
し
ま
す
。

■
日　
時

　
９
月
23
日
（
火
・
祝
）

　
午
後
１
時
～
４
時
（
予
約
優
先
）

■
場　
所　

　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ

　
（
笛
吹
市
石
和
町
小
石
和
７
５
１
番
地
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
３
７
６

※�

笛
吹
市
以
外
の
方
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
※
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

９
月
10
日
は
「
屋
外
広
告
の
日
」

で
す
。

　
普
段
皆
さ
ん
が
屋
外
に
設
置
し
て
い
る
広

告
看
板
等
は
、
商
業
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

の
に
と
て
も
大
切
な
手
段
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
を
表
現
す
る
有
効
な
方
法
の
一
つ
で
す

が
、
無
秩
序
に
設
置
さ
れ
る
と
街
並
み
や
自

然
景
観
を
乱
す
原
因
と
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
美
し
い
県
土
づ
く
り
の
た
め
、
ル
ー
ル
に

沿
っ
た
良
好
な
屋
外
広
告
物
の
表
示
に
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
詳
し
く
は
山
梨
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
「
山
梨
県　

屋
外
広
告
物
」
で
検
索
で
き

ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
峡
東
建
設
事
務
所

　
都
市
計
画
・
建
築
課　
都
市
計
画
担
当　

　
☎
20
‐
２
８
０
６

植
木
剪
定
と
刈
払
機
取
扱
い　
　

技
能
講
習
会

　
植
木
管
理
の
基
本
知
識
・
道
具
の
使
い
方
、

樹
木
の
病
害
虫
防
除
と
安
全
管
理
、
整
枝
・

剪
定
の
方
法
を
習
得
し
、
更
に
緑
地
管
理
に

必
要
な
刈
払
機
の
安
全
な
取
り
扱
い
方
法
を

学
び
、
就
職
・
就
業
を
目
指
し
ま
す
。
な
お
、

講
習
会
の
修
了
者
は
、
刈
払
機
取
扱
作
業
者

資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。
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　残暑も厳しく夏の疲れが溜まってきてはいま
せんか？疲れによって血行が悪くなったり、筋
肉が硬くなり、足腰の痛みが生じやすくなりま
す。おたっしゃ健診においても６５歳以上のお
よそ 3割が「膝や腰の痛み」等で受診されて
いるという調査結果もあります。このような症
状の原因となる「変形性膝関節症」や「脊柱管
狭窄症」は罹ってしまうと完全に治すことは困
難で、上手く付き合っていくことが重要になり
ます。しかし、若いときからの体のメンテナン
ス次第では、骨や神経組織の変形や痛みを生じ
させずに過ごすことも可能です。
　予防法の 1つは、筋力を保つことです。農
業の盛んな地域で筋力のある人と弱い人を比べ
た研究で、筋力の弱い人の方が足腰の症状が出

現しやすいとの報告があります。５０歳を過ぎ
ると健康な人でも筋肉が少しずつ萎縮していき
ます。不調のサインが出る前から 1日の作業
の終わりに軽い運動を習慣にしてみてはいかが
でしょうか？軽い運動は疲れをとることにもつ
ながります。
　現在、ＣＡＴＶで放映している『家庭ででき
る筋力アップ体操』において『膝痛・腰痛予防
のための体操』をご紹介しています。是非ご覧
いただき、毎日実践してみてください。

◆お問い合わせ先
　甲州市地域包括支援センター
　（介護支援課内）
　☎３２‐５６００

高齢者
の

高齢者
の 地域包括支援センター

はじめよう　コツコツ貯筋

介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す

　
寝
た
き
り
高
齢
者
、
ま
た
は
認
知
症
高
齢

者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
に
、
介
護
慰

労
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

○
甲
州
市
内
に
住
所
が
あ
る
介
護
者

○�

平
成
26
年
４
月
１
日
よ
り
過
去
１
年
間
に

わ
た
り
、
寝
た
き
り
、
ま
た
は
認
知
症
で

あ
る
高
齢
者
と
同
居
し
て
お
り
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
高
齢

者
を
１
年
間
を
通
し
て
常
時
介
護
し
た
介

護
者
。

※�

年
間
１
週
間
程
度
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利

用
、
３
ヶ
月
以
内
の
入
院
は
、
常
時
介
護

し
て
き
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

○
寝
た
き
り
高
齢
者

　

�

甲
州
市
内
に
住
所
を
有
し
、
要
介
護
４
・

５
ま
た
は
相
当
の
状
態
に
あ
る
高
齢
者

○
認
知
症
高
齢
者

　

�

甲
州
市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の
①
と
②

の
両
方
の
条
件
を
満
た
す
高
齢
者

①
認
知
症
の
状
況

　

�

次
に
掲
げ
る
項
目
に
１
つ
以
上
該
当
す
る

こ
と
。

　
⑴
最
近
の
出
来
事
が
分
か
ら
な
い
。

　
⑵�

時
々
自
分
の
部
屋
が
ど
こ
に
あ
る
か
分

か
ら
な
い
。

②
問
題
行
動
の
状
況

　

�《
ａ
》
の
項
目
に
１
つ
以
上
ま
た
は
《
ｂ
》

の
項
目
に
２
つ
以
上
該
当
す
る
こ
と
。

　
《
ａ
》

　
⑴
他
人
に
暴
力
を
ふ
る
う
。

　
⑵
自
殺
を
図
る
。

　
⑶
火
を
常
に
も
て
あ
そ
ぶ
。

　
⑷
屋
外
を
あ
て
も
な
く
歩
き
ま
わ
る
。

　
⑸
い
つ
も
興
奮
し
て
い
る
。

　
⑹
夜
間
に
大
声
を
出
し
て
家
族
を
起
こ
す
。

　
⑺
糞
尿
を
も
て
あ
そ
ぶ
。

　
⑻
便
を
食
べ
て
し
ま
う
。

　
⑼
常
に
失
禁
し
て
し
ま
う
。

　
《
ｂ
》

　
⑴
乱
暴
な
ふ
る
ま
い
を
行
う
。

　
⑵
自
分
の
身
体
を
傷
つ
け
る
。

　
⑶
火
の
不
始
末
が
時
々
あ
る
。

　
⑷
家
の
中
を
あ
て
も
な
く
歩
き
ま
わ
る
。

　
⑸
し
ば
し
ば
興
奮
し
、
騒
ぎ
立
て
る
。

　
⑹
場
所
を
か
ま
わ
ず
放
尿
、
排
便
を
す
る
。

　
⑺
時
々
失
禁
す
る
。

■
支
給
金
額　
年
額
２
０
，
０
０
０
円

　
な
お
、
当
該
高
齢
者
が
寝
た
き
り
高
齢
者

及
び
認
知
症
高
齢
者
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
場
合
は
、
寝
た
き
り
高
齢
者
の
み
に
該
当

す
る
も
の
と
し
ま
す
。

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
お
問
い
合
わ
せ
後
、
必
要
に
応
じ
て
状

況
を
確
認
す
る
た
め
、
職
員
が
ご
自
宅
に
伺

う
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）

　
☎
32
‐
５
６
０
０
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■
行
き
先

　

�

ヤ
ク
ル
ト
工
場
見
学
（
富
士
裾
野
工
場
）
等

■
参
加
費　
１
，
０
０
０
円

■
対　
象

　

�

甲
州
市
内
在
住
で
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て

い
る
方

■
定　
員　
35
名
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
締
切
日　
10
月
１
日
（
水
）

■
そ
の
他

　

�

集
合
場
所
ま
で
の
送
迎
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
申
し
込
み
の
際
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
恵
信
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
山
本
・
窪
田
）

　
☎
33
‐
３
２
０
５

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

■
日　
時　
※
７
日
間

　
９
月
８
日
（
月
）
～
14
日
（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

※�

土
曜
日
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で

■
実
施
機
関

　
甲
府
地
方
法
務
局

　
山
梨
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

■
相
談
員

　
甲
府
地
方
法
務
局
職
員

　

�

山
梨
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
人
権
擁
護

委
員

■
そ
の
他

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
法
務
省　
人
権
に
関
す
る
電
話
相
談

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０　

全
国
一
斉
生
活
保
護
１
１
０
番

生
活
保
護
に
関
す
る
相
談
を
電
話
で
受
け

付
け
ま
す
。

■
日　
時　

　
９
月
７
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
全
国
統
一
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
１
２
０
‐
０
５
２
‐
０
８
８

※�

当
日
は
こ
ち
ら
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
電

話
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

■
主　
催

　
全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　
山
梨
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

◆
事
前
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
３
７
６

「
在
宅
連
携
サ
ポ
ー
ト
ま
き
お
か
」

開
設
の
ご
案
内

　
本
年
度
よ
り
東
山
梨
医
師
会
か
ら
の
事
業

委
託
を
受
け
、
市
民
の
方
々
の
在
宅
医
療
と

在
宅
介
護
を
結
ぶ
相
談
窓
口
と
し
て
「
在
宅

連
携
サ
ポ
ー
ト
ま
き
お
か
」
が
山
梨
市
立
牧

丘
病
院
内
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
山
梨
地
域
の
皆
様
の
在
宅
生
活
を
介

護
・
福
祉
・
行
政
と
協
力
連
携
し
、
在
宅
医

療
を
ス
ム
ー
ズ
に
導
入
で
き
る
お
手
伝
い
を

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　
在
宅
医
療
を
必
要
と
さ
れ
る
方

（
具
体
例
と
し
て
）

・�

在
宅
医
療
、
介
護
に
関
す
る
生
活
相
談
・

調
整

・
在
宅
医
療
と
介
護
関
係
者
の
連
絡
調
整

・�

ご
家
族
へ
医
療
器
具
の
使
い
方
や
家
庭

で
も
で
き
る
処
置
方
法
の
指
導

・
在
宅
主
治
医
の
紹
介
な
ど　
　
　
　
　

※�

電
話
、
来
所
相
談
だ
け
で
な
く
、
必
要
に

応
じ
て
対
象
の
方
の
ご
自
宅
に
お
伺
い
し

て
病
状
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
適
切
な

医
療
・
介
護
・
福
祉
連
携
を
行
い
ま
す
。

■
費　
用

　
相
談
や
訪
問
は
無
料
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
在
宅
連
携
サ
ポ
ー
ト
ま
き
お
か

　
（
山
梨
市
立
牧
丘
病
院
内
）

　
☎
35
‐
２
０
５
５

家
族
介
護
者
交
流
会
の
お
知
ら
せ

■
日　
時

　
10
月
22
日
（
水
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
集
合
場
所
・
時
間

○
塩
山
地
域

　
甲
州
市
民
文
化
会
館
駐
車
場

　
集
合　
午
前
８
時
50
分

　
出
発　
午
前
９
時

○
勝
沼
・
大
和
地
域

　
勝
沼
支
所
前
庭

　
集
合　
午
前
９
時
10
分

　
出
発　
午
前
９
時
15
分

９月１５日は「老人の日」

９月１５日～２１日
「老人週間」です

　多年にわたり社会に貢献してきた高齢者を敬愛
するため、９月１５日を「老人の日」また９月１５
日から２１日までの１週間を「老人週間」として、
敬老行事が全国で行われます。
　甲州市では、今年度中に１００歳になられる方
を対象に市長及び福祉関係者による慶祝訪問を実
施するとともに、９月１５日現在満８８歳の方及
び満１０１歳以上の方にお祝い金等を贈呈いたし
ます。
※�お祝い金の贈呈は、引き続き１年以上市内に住
所を有する方が対象です。
　�なお、市内在住の今年度の新１００歳の方は、８
月１日現在１９人です。
◆お問い合わせ先
　福祉課　地域福祉担当
　☎３２‐５０２７
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同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員
ピ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談　
　

（
予
約
制
）

　
障
害
を
持
つ
人
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を
持

つ
人
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害
者
自
身

が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て
悩
み
を
聞
き
相
談

に
の
り
ま
す
。
１
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
視
覚

　
石
原
テ
ル
氏　
　
　
　
☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

　
遠
藤
養
蔵
氏　
　
　
　

33
‐
９
１
９
２

■
肢
体

　
羽
村
千
鶴
氏
（
肢
体
）
☎
32
‐
１
２
２
４

　
中
村
安
孝
氏
（
脳
原
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

　
田
中
美
津
江
氏　
　
　
☎
32
‐
２
２
４
７

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　

33
‐
２
３
０
７

※�

相
談
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来
所
で

き
な
い
方
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

障
害
者
陶
芸
教
室

　
障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
陶
芸

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
は
じ
め
て
の
方
で
も

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日　
時

　
９
月
２
日
（
火
）
午
後
１
時
～

■
場　
所　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

■
定　
員　
15
名
程
度

■
参
加
費　
材
料
費　
１
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　

33
‐
２
３
０
７

こ
こ
ろ
の
専
門
相
談

　
心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご
家

族
の
相
談
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
ま
す
。

来
所
で
き
な
い
場
合
は
ご
自
宅
等
へ
の
訪
問

も
可
能
で
す
の
で
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
こ
の
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す
。

①
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談

■
日　
時　
９
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

■
締
切
日　
9
月
10
日
（
水
）

②
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談

■
日　
時　

　
毎
月
第
１･

第
３
火
曜
日
の
午
前
中

■
申
し
込
み　
随
時

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　

33
‐
２
３
０
７

も
の
忘
れ
相
談

　
も
の
忘
れ
に
対
す
る
不
安
か
ら
、
も
の
忘

れ
の
あ
る
方
へ
の
対
応
方
法
ま
で
何
で
も
結

構
で
す
。
専
門
医
が
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
９
月
19
日
（
金
）
午
後
３
時
～

※�

こ
の
相
談
は
、
無
料
・
完
全
予
約
制
で
す
。

９
月
17
日
（
水
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

�

毎
月
第
３
金
曜
日
に
も
の
忘
れ
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎　
市
民
会
議
室
Ｂ

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）

　
☎
32
‐
５
６
０
０

介
護
者
の
会
『
四
つ
葉
の
会
』　

例
会
の
お
知
ら
せ

■
日　
時　
９
月
８
日(

月)　

　
　
　
　
　
午
前
11
時
30
分
～
午
後
２
時

■
内　
容　

�

食
事
を
し
な
が
ら
、
介
護
者
同

士
の
交
流
会

■
対　
象　

　

�

会
員
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
興
味

の
あ
る
方

■
参
加
費

　
５
０
０
円
（
昼
食
代
）

■
場　
所

　
市
内
食
事
処

■
集
合
時
間
・
場
所

　
午
前
11
時
15
分

　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
駐
車
場

■
申
込
方
法

　

�

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
９
月
５
日

（
金
）
ま
で
に
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※�

参
加
に
あ
た
り
、
交
通
手
段
に
お
困
り
の

方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）

　
☎
32
‐
５
６
０
０

　甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

　気
づ
き
合
お
う
あ
な
た
と
私
の
未あ

し
た来
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
©
段
丹
映
子
・「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
刊
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９月11日は警察相談の日です
警察相談専用電話「＃９１１０」って

知っていますか？
　警察には、警察と皆さんを結ぶ「ホットライン」
が２つあるのをご存じですか？
　１つは、皆さんがよくご存じの「１１０番」。
　もう１つが、警察相談専用電話「＃９１１０」
です。

つかいわけよう！　２つの１１０番！

こんな時は、もう一つの１１０番
○暴力団についての相談や情報
○覚せい剤など薬物の情報
○家庭内暴力などの相談
○行方不明者の相談や情報
○免許証の更新・失効についての相談
○警察に対する意見や要望
○その他、防犯・家事・民事に関する相談　など
★�ダイヤル回線の電話及び一部のＩＰ電話につい
ては「＃９１１０」はご利用できません。警察
署相談窓口をご利用ください。

みんなでつくろう安全・安心のまち

日下部警察署・各種防犯団体

下校時間帯に
子どもの見守り活動を

不動産無料相談
■日　時　９月１８日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合）
　　　　　☎３３‐２９０１
◆申し込み・お問い合わせ先
　　　（社）山梨県宅地建物取引業協会　相談室
　　　　　☎０５５‐２４３‐４３０４

市の人口 ※平成２６年８月 1 日現在
（　）内前月比

人口 3 3 , 8 2 7 人 （－１９人）
男 1 6 , 3 3 7 人 （－　４人）
女 1 7 , 4 9 0 人 （－１５人）

世帯 1 3 , 2 1 7 世帯（＋ 18 世帯）

あなたのバイクが
狙われている！！

　
　市内ではバイクの盗難が多発しています。特に民
家・集合住宅や駅等の駐輪場に置いてあるバイクが
被害に遭っています。

　○�ハンドルロック　の徹底を！　○�ツーロック

緊急時あなたを守る 相談は安心ダイヤル

　１１０番　 �＃９１１０�

◎社会教育事業へ
　・古屋　孝之さん（千　野）
◎災害対策事業寄付金
　・塩山高校
　・塩山高校ＰＴＡ

温かな善意ありがとうございました

世界最多人数参加のぶどう飛ばし大会

ギネス世界記録

in 第 61 回甲州市かつぬまぶどうまつり

大会主催 （一社）甲州青年会議所

協　賛

協　力 甲州市・甲州市かつぬまぶどうまつり実行員会
甲州市観光協会・甲州市立勝沼中学校

10/4 AM10：00～

9/4(木)～ 28(日)

勝沼中央公園
（土）

参加
無料

事前申込受付中

会場

お問合せ 甲州青年会議所 ☎090-4917-4079
Mail.1000grape@gmail.com

勝沼中学校テニスコート

＊ギネス世界記録 ®はギネスワールドレコーズリミテッドの登録商標です。
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＊お問合せ＊

勝沼図書館 ☎44-3746
塩山図書館 ☎32-1505
大和図書館 ☎48-2921
甘草屋敷子ども図書館
　　　　　 ☎33-5926●ホームページ

　http://www.l ib-koshu.jp/

子ども図書館第３８回企画展
　「京極夏彦の妖怪えほん
　　　　『つくもがみ』パネル展」
☆会期：９月28日（日）まで開催中
☆会場：甘草屋敷子ども図書館

☆ミニイベント：「つくもがみ大集合」
　　子ども達が描いた
　つくもがみのイラス
　トもあわせて展示し
　ています。

夏休みの図書館は大賑わい！

図書館友の会より図書献本のお願い
　図書館友の会では、ブックリサイクル活動の売り上
げで絵本を購入し、市内の保育所等に寄付する活動を
続けています。
　およっちょい祭りの出店に向け、市民の皆様からの
図書の献本をお待ちしています。
【募集している図書】
　�児童書・絵本・一般読み物（文庫・新書も可）・
　一般実用書等（2010年版以降のもの）
【持ち込み先】
　必ず電話連絡の上、塩山図書館までお持ちください。
　（火曜日休館）

大和図書館 蔵書点検による休館
　９月２日（火）～９月７日（日）まで蔵書点検
作業のため休館させていただきます。
　ご不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。

勝沼図書館 ワークショップ
「おりがみ教室②」

☆日時：９月７日（日）午後２時～
☆会場：勝沼図書館
☆内容：おりがみで「お・も・て・な・し」
☆定員：大人　１５名、子ども　１５名
※お申し込みは勝沼図書館まで

絵本作家 サトシンさんライブ
「たのしもう！絵本＆おてて絵本」
☆日時：９月13日（土）　午後２時～　※要申込
☆会場：勝沼図書館　視聴覚室
☆内容：ライター＆絵本作家・サトシンさんが来館！
　　　　イクメンの第一人者としても有名です。

◆職場体験
　市内図書館にて、中学校・高等学校
の体験を受け入れました。

ぶどうとワインの資料展 2014
『時代を拓く有志の群像　 

～葡萄酒づくりの幕あけと勝沼の人びと～』
☆日時：10月1日（水）～11月27日（木）
☆会場：勝沼図書館
☆内容：�筑波大学の湯澤先生を迎え、古文書から見え

る勝沼の熱き人びとの歴史を展示します。

◆大和図書館ワークショップ
　子ども達は真剣な表情で作品を作っ
ていました！

◆ビブリオバトル IN塩山②
　白熱した戦いが繰り広げられました！
次回は１１月１５日です。
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て
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くん（５歳） 涼
りょう

介
すけ

くん（２歳）

我が家のアイドル柑音
かわいい笑顔が宝物
たくさん食べてたくさん遊んで
ステキな女の子にな～れ
父・佳史さん、母・美紀さん

（上萩原）

まだ生まれて１か月のりり
ちゃん。これからすくすく
育ってね♡ 
父・亮一さん、母・梨恵さん

（休 息）

もうすぐ３人目が生まれます。
二人共、しっかり面倒を見て頼れ
るお兄ちゃんになってね♪
父・淳一朗さん、母・麻衣子さん

（上於曽）

「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。
ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。

◆お申し込み・お問合せ
　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　TEL32-5063
　ホームページアドレス http://www.city.koshu.yamanashi.jp




